1　研究の目的

　
　今日、メディアリテラシー教育の必要性が強調され、その実践的理解のための映像制作教育の意義が注目されている。しかしわが国においては、職能訓練のためではない、一般化された映像制作教育のための体系化はすすんでいない。その役割の多くは、アマチュア映像作家のために刊行される幾つかの専門雑誌によって担われてきたが、小型映画においては、㈱玄光社の月刊『小型映画』がその中心的存在であったことは論を待たない。
　本誌は、昭和31年５月に創刊され、昭和57年10月号まで、27年間に通巻363号が刊行され、この間、幅広い裾野をもつアマチュア映画界において、コア・ジャーナルとしての役割を果たしていた。本研究は、本誌の全巻総合目次を作成し、これを総括的に検証するとともに、映像制作教育という観点から主要記事の内容分析を試みたものである。これにより本誌がわが国の映像教育に果たした広範な役割と意義を正当に評価するとともに、今日にも有用な教育資源として継承・活用していきたいと考える。写真１に、本誌創刊号の表紙（1956年５月号）を示す。

2　総目次データベースの構築

　
　本研究では、まず、　『小型映画』誌の全363号のうち、別冊を除く月刊号318号について、目次全文をWebデータ化して、27年間にわたる同誌掲載記事の全貌をあきらかにした。
　データベースにおいては、各号の目次頁に記載された１タイトルを１データとして記述し、各記事の個別IDを決定した。この記事IDは西暦の下２ケタと掲載月号と掲載ページで表し、これにタイトル、筆者をつづけて記述した。筆者は人名のみを記し、役割（著、解説など）や肩書き（所属など）は除いた。編集部編の場合は、著者を「編集部」とし、無署名記事は空欄とした。座談会や談話は筆者として扱った。また、タイトルは階層化せず（シリーズタイトルか個別タイトルかを区別せず）、一連のタイトルとして記述し、連載番号をカッコ付数字で表記した（表１参照）。
	　商業雑誌においては、目次のレイアウトや記述方法が変遷したり、シリーズタイトルと個別タイトルの区別が判然としない場合などがあるため、記事の記述単位（どれを１本の記事としてカウントするか）が必ずしも明確でないことがあるので、まず各号の総頁数をカウントし、年代別にその推移を調べた（表２参照）。これにより本誌は、1956年の創刊年には１号あたりの頁数が平均79.3頁であったものが、年を追って増頁を重ね、1979年に平均221頁へと約2.7倍に達したのをピークとし、その後漸減するが、1982年10月の終刊号まで、総計54,190頁という膨大な情報量を提供していたことがわかった。
　本データベースを分析し、掲載記事の進化・発展の状況をつぶさに追跡することで、今日の映像教育・メディアリテラシー教育にも援用可能な貴重な教育情報を採取できるものと考える。
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　写真１　『小型映画』創刊号表紙

	
	


表１　目次データベースの記述方法　例：1973年（昭和48年）2月号
	1973年（昭和48年）2月号　第31巻第3号　通巻223号

7302025: 特集 映画をまとめるあの手この手 8mm編集入門 

7302026: 特集 映画をまとめるあの手この手 8mm編集入門 映画はなぜ編集が必要か

7302030: 特集 映画をまとめるあの手この手 8mm編集入門映画のリズムとテンポはどうつける

7302032: 特集 映画をまとめるあの手この手 8mm編集入門 映画らしくまとめる被写体別編集入門

7302035: 特集 映画をまとめるあの手この手 8mm編集入門 実践編集技法あの手この手 他

7302046: 特集 東京国際アマチュア映画コンクールグランプリ ｢ジュゼッピ｣ に見る正統映画論 緻密に組立てられた映画づくりの秘密を解く / 登川直樹

7302058: 73年新型8ミリハイライト モベックスズーム3000 エルモスーパー108 エルモVP-Aデュアル オプタサウンドシステム

7302065: 小型映画新聞(2月1日号)

7302067: いじわるエチケット

7302068: マニア奮戦記

7302074: 8ミリ紀行 橋倉 金山鉱泉 新潟県 鷹の巣 / 中川義雄・飯田源治

7302078: 8ミリお祭りガイド 札幌雪まつり 横手かまくら / 三村喜作

7302094: タイトル制作講座(14) 雪にちなんだタイトル / 川畑健次・伊丹八郎

7302098: 連載(11) マンスリーJOY 8ミリバラエティ アングルで変わる雰囲気のあれこれ / 加藤洋一

7302100: 連載(11) マンスリーJOY 8ミリバラエティ 白銀の山野にレッツゴースキー / 塚本福治郎

7302102: 連載(11) マンスリーJOY 8ミリバラエティ 芸の厳しさと人間性を追求する / 岩崎和夫

7302104: 連載(11) マンスリーJOY 8ミリバラエティ カラーマルチの試み / 田中ヨシハル

7302106: 連載(11) マンスリーJOY 8ミリバラエティ 冷たい風はいいものだ 微温湯から出よう / 伊藤紫英

7302113: 8ミリ喫煙室 声のひろば

7302114: 8mmカレンダー

7302115: なんでも相談 QアンドA

7302118: 新連載 パルストーキー講座(1) 同時録音撮影の魅力と可能性 / 関谷日出男

7302120: 録音ハイテクニック(24) マイクの取扱いと保存のしかた / 木村哲人

7302122: 8ミリハイメカニズム(23) 高倍率ズームにフィルターはいらない / 師岡宏次

7302125: 新連載 サウンドライブラリー(1) 音楽修業をかねて音集めをしよう / 白岩延明

7302126: 新 アニメーション教室(26) アニメ台を考える / 田中ヨシハル

7302128: 新連載 AV8ミリの可能性(1) どう進むか新時代の8ミリ / 山岸達児

7302130: 映像表現のセオリー(22) 時間と空間を超越するOLの性質 / 佐藤忠男

7302132: アマチュアのための映画評 72年度劇場映画を決算する / 双葉十三郎

7302134: 未完へのトライを今こそ(1) 在るものに頼るあやうさ / 萩昌弘

7302136: 続 サウンドハンター(2) まずテープの編集をした / 片桐進

7302137: 実践8ミリレクチュア(14) 楽しいウィンター8ミリ / 小林正彦

7302142: 第11回 小型映画秋季クォータリーコン入賞決まる

7302149: 8ミリビギナー講座(14) 映画だからできる動きの魔術 / 坂本為之

7302161: チャンネルCFC 友の会ニュース (第222号)

7302184: クラブ便り

7302189: サロン ムービーマーケット



表2　『小型映画』総頁数の推移　　1956年５月号（創刊号）～1982年10月号（最終号）
	
	1月号
	2月号
	3月号
	4月号
	5月号
	6月号
	7月号
	8月号
	9月号
	10月号
	11月号
	12月号
	計

	1956年
	-
	-
	-
	-
	64
	64
	72
	80
	80
	80
	94
	100
	634

	1957年
	108
	100
	100
	104
	124
	100
	108
	118
	124
	124
	126
	128
	1364

	1958年
	142
	118
	134
	126
	134
	126
	126
	152
	124
	134
	136
	134
	1586

	1959年
	140
	134
	136
	134
	150
	134
	134
	138
	138
	140
	142
	142
	1662

	1960年
	150
	134
	140
	132
	140
	138
	138
	118
	160
	138
	138
	144
	1670

	1961年
	138
	146
	146
	146
	154
	154
	146
	146
	146
	146
	146
	144
	1758

	1962年
	144
	144
	144
	144
	144
	144
	144
	144
	144
	144
	144
	144
	1728

	1963年
	146
	144
	150
	150
	152
	152
	152
	152
	150
	150
	158
	150
	1806

	1964年
	150
	150
	150
	150
	128
	142
	150
	150
	152
	152
	152
	152
	1778

	1965年
	136
	152
	152
	146
	150
	152
	156
	154
	154
	154
	168
	152
	1826

	1966年
	164
	152
	152
	152
	168
	152
	152
	152
	152
	154
	160
	160
	1870

	1967年
	164
	160
	160
	172
	170
	164
	164
	164
	164
	168
	162
	162
	1974

	1968年
	178
	178
	178
	178
	186
	178
	178
	176
	178
	178
	182
	180
	2148

	1969年
	188
	178
	178
	178
	170
	178
	178
	180
	180
	180
	172
	180
	2140

	1970年
	192
	180
	180
	180
	202
	186
	186
	180
	182
	186
	190
	188
	2232

	1971年
	194
	186
	186
	190
	202
	198
	192
	192
	192
	194
	194
	192
	2312

	1972年
	194
	192
	192
	208
	218
	214
	170
	198
	168
	192
	196
	194
	2336

	1973年
	170
	192
	192
	204
	210
	170
	194
	180
	192
	194
	198
	170
	2266

	1974年
	198
	194
	178
	178
	198
	190
	198
	190
	190
	190
	190
	190
	2284

	1975年
	190
	186
	186
	188
	186
	186
	186
	186
	194
	186
	198
	198
	2270

	1976年
	198
	198
	198
	208
	198
	198
	198
	198
	198
	206
	214
	198
	2410

	1977年
	198
	214
	198
	198
	198
	200
	200
	200
	198
	218
	230
	226
	2478

	1978年
	208
	216
	220
	220
	220
	220
	220
	218
	220
	216
	226
	226
	2630

	1979年
	218
	218
	216
	222
	222
	222
	232
	222
	222
	218
	220
	220
	2652

	1980年
	206
	198
	198
	206
	214
	222
	222
	214
	214
	214
	214
	214
	2536

	1981年
	214
	206
	198
	198
	198
	190
	190
	190
	174
	170
	170
	162
	2260

	1982年
	170
	162
	154
	154
	158
	154
	154
	154
	146
	174
	-
	-
	1580

	計
	4498
	4432
	4416
	4466
	4658
	4528
	4540
	4546
	4536
	4600
	4520
	4450
	54190


3　掲載記事の大分類
　
　本誌掲載記事は、おおむね表３に示すように大分類できる。これらのカテゴリーの内容が、さまざまな題材や切り口、読ませ方のねらい（たとえば初級･中級・上級の別、理論的か実用的かの別、グラビア主体か文章記述主体かの別など）のもと、読みきり・特集・連載・グラビアなど、さまざまなかたちに編集・掲載され、多彩かつ豊富な記事群を構成していたことがわかる。
　　　　　表３　『小型映画』掲載記事の大分類　
	a) 
	映像表現技術の系統的・原則的な構成にもとづく解説記事

	b) 
	行事や行楽・冠婚などの主題にそった実用的なノウハウ記事

	c) 
	優秀作品や商業映画･テレビなど上級者やプロの作品に関する分析および評論

	d) 
	新製品や新技術などハード面の紹介や解説、性能比較試験等の報告

	e) 
	国内外の作品コンクールや機器見本市などのレポート

	f) 
	著名な研究者・評論家などによる解説・評論・コラム

	g) 
	各地のアマチュアシネクラブの動向、人物紹介、小型映画界事情、中古機材の売買情報、Q&A等


　
　記事のほかに相当量掲載されている広告ともあわせて読んだ場合、本誌が商業誌として、各号でさまざまな工夫や趣向をこらして読者の興味をひきつけつつ、アマチュア映画界の発展に費やしてきた膨大な労力と成果を理解することができる。表３の大分類のうち、ｇ）は、本誌が、わが国アマチュア映画界の総合機関誌としての使命をよく果たしていたことの証であり、時代の記録ともなっている。
　このようなあり方のなかで特筆されるべきことは、本誌が小型映画の普及・発展のためにはたした啓蒙的・教育的な役割であり、本誌が試行錯誤を重ねつつ、小型映画制作のための教育手法をを徐々に進化させていったことである。これらの記事のなかには、今日の（ビデオを中心とする）映像制作教育においても直接に利用できる優れたものや、重要な示唆を含むものが数多くある。
　そこで本研究では、これらの膨大な記事のなかから、とくに本誌の編集方法を特徴的に示すものや、映像制作教育の体系化を考察するのに資するものを選び、内容構成表のかたちに集成しながら、その内容分析と評価をまとめることによって、本誌の発展過程をあとづけることにする。
4　時代区分と記事区分
　

　大分類のa)からf)、とりわけa)b)の記事を中心とする、これらの映像教育的傾向を有する記事について、本研究では表４に示す時代区分ごとに、その代表的な記事を、「Ａ．連載記事（さらに必要によりビギナー向・上級者向に分ける）」と、「Ｂ．特集記事」の別にして表作成作業をおこなった。
　　　　　表４　本研究における時代区分　
	第Ⅰ期
	創刊期
	1956年～1958年
	前期

	第Ⅱ期
	1960年前後
	1959年～1963年
	

	第Ⅲ期
	1965年前後
	1964年～1966年
	中期

	第Ⅳ期
	1970年前後
	1969年～1971年
	

	第Ⅴ期
	1975年前後
	1974年～1976年
	後期

	第Ⅵ期
	終刊期
	1980年～1982年
	


　特に撮影技法に関する記事を代表するものとして、表５に示す10本の連載記事を抽出し、詳しい内容分析をおこなった。副題のほか、必要に応じてキーワード・キーフレーズを付与しながら構成表にまとめ、必要に応じて比較対応表も設けながら検討・評価を加えた。
　分析の結果、撮影技法記事の構成には、カメラのメカニズムなども含めておこなう場合と、撮影の技法だけに絞る場合、具体的な事例をテーマとして立てる場合と、系統的・原則的なテーマで通す場合など、いくつかのパターンを示しており、本誌はこれらの方法論のあいだを螺旋的に往来しながら、次第に小型映画制作術の系統樹、すなわち本研究でいうところの映像教育体系というべきものを練り上げていったとことがわかった。これは、月刊誌として先行記事との差別化を図りながら、より良い内容を目ざしたことの結果と思われ、大学における映像制作教育法への応用という点でもきわめて示唆に富むものであった。　

　
表５　特に抽出した撮影技法関連の特徴的記事　（各時期における撮影技法に関する代表的な連載記事）
	時期区分
	シリーズタイトル
	執筆者
	掲載期間
	表№

	第Ⅰ期
	創刊期
	小型シネ　写し方入門
	今枝柳蛙
	1956年5月～10月
	ⅠＡ-3

	第Ⅱ期
	1960年前後
	８ミリカメラと８ミリ映画 
８ミリ撮影技法のコツ
	今枝柳蛙
坂本為之
	1960年1月～12月
1962年5月～1963年5月
	ⅡＡ-1
ⅡＡ-3

	第Ⅲ期
	1965年前後
	坂本為之撮影講座
	坂本為之
	1964年12月～1966年2月
	ⅢＡ-3

	第Ⅳ期
	1970年前後
	ビギナーのための８ミリ講座
８mmビギナー講座
撮影教室・続撮影教室
	坂本為之
坂本為之
佐瀬喜市郎
	1970年8月～1971年12月
1972年1月～1973年12月
1970年1月～1971年7月
	ⅣＡ-2
ⅣＡ-4
Ⅳ-6,7

	第Ⅴ期
	1975年前後
	８mmビギナー教室
８ミリ原点シリーズ
	三村喜作
川井巌
	1974年9月～1975年2月
1976年4月～12月
	ⅤＡ-1
ⅤＡ-6

	第Ⅵ期
	終刊期
	川井８ミリ教室８ミリ上達のコツ教えます
	川井巌
	1980年11月～1981年4月
	ⅥＡ-1


　なお、本研究において示される記事評価は、あくまで今日的な映像制作教育の観点から、かつ読者側の立場より一面的におこなったものであって、発行当時のさまざまな背景や、編集部・執筆者の諸事情については勘案されていない。関係者各位のご理解ご諒解を賜りたい。

5　内容分析と体系化（構成表の集成）
　

5.1 第Ⅰ期.創刊期（1956年-1958年）
ⅠＡ．連載記事（1956年を中心に）

　創刊号に、著名な山岳写真家・塚本閤治の「撮影読本－企画から撮影・編集まで」が掲載された。山形県飯豊山での熊狩りを題材とした作品の写真入り台本を中心に、企画意図や撮影の準備などを加えたもので、以降4回まで、自作を取り上げ、写真入りのコンテを中心に撮影・編集のポイントを解説するかたちをとり、このスタイルがその後のシリーズの方向性を示すものとなった。全体を通じてこのシリーズは、具体的な事例をとりあげての解説という点では初心者向けに見えるが、コンテにスペースを割いたぶん、説明文は簡潔もので上級者向けと思える
　同じ創刊号から今枝柳蛙の連載「小型シネ 写し方入門」が、創刊2号からは島崎清彦の連載「映画の文法」が始まる。この２つの連載は具体的な事例や場面ではなく、抽象的な技法を取り上げている点で共通している。
　「映画の文法」シリーズを執筆した島崎清彦は、日本映画技術協会常務理事であった。その前書きに「良い映画を作るために（中略）誰でも知っておかねばならない」と記され、文末に「複数の人物やものを描くときの注意点として、画面構成の基本や初歩を取り上げていく」という趣旨が述べてある。この連載は人物の動きとカメラ位置を写真と図で示したもので、意図・内容とも優れたものと思われるが、各回に副題がなく、テーマが一読してわかりにくい面もある。このように初期の記事には副題がなく、目次だけではそのねらいが判然としないものも少なくなかったが、その後は次第に各回タイトルが明瞭なものになっていった。

表ⅠＡ-1　連載「撮影読本-企画から撮影・編集まで」
	年月
	№
	 　題名
	 執筆者

	1956年5月号
創刊号
	①
	企画から撮影・編集まで　［『雪稜に熊を狩る－猟人の生活－』企画のキッカケ･事前研究･
撮影計画の重　点と装備･写真入り撮影台本を紹介］
	 塚本閤治

	 6月号
	②
	アマチュアの自然映画　＜筆者が東京近郊の林間に撮影し、現在まとめつつある『昆虫記』
の写真入りの　概略を中心に、接写など、自然もの撮影の注意を加える＞
	 塚本閤治

	     7月号
	③
	山の映画はこう写す
	 塚本閤治

	     8月号
	④
	夏の海をさぐる
	 塚本閤治

	  　  9月号
	⑤
	つまらぬ旅行も楽しい映画に　「バレーと共に」
	 高田信一

	     10月号
	⑥
	秋を写す･裏磐梯に秋をさぐる
	 金子幸一

	     11月号
	⑦
	晩秋の奈良を写す･「奈良のバスガイド」
	 福原健司

	 　 12月号
	⑧
	樹氷とスキーを写す
	 喜草正男

	1957年1月号
	⑨
	劇映画の撮り方「春遠からじ」
	 中村一雄

	 2月号
	⑩
	雪と氷をテーマにこんな映画を　新編「北越雪譜」
	 塚本閤治


表ⅠＡ-2　　島崎清彦・連載「映画の文法」
	年月
	№
	  　<内容>

	1956年 6月号
	①
	＜公園の中での２人の人物の撮影＞

	     7月号
	②
	＜庭でのバラの花をはさんだ姉妹の撮影＞

	     8月号
	③
	＜公園の道での１人の女性の歩きを撮る＞

	  　  9月号
	④
	＜公園の道を姉妹２人が歩く。途中で妹が駆け出すなど、別の動作が入った場合の撮り方＞

	     10月号
	⑤
	＜３人で話し合っている場合の撮り方＞

	     11月号
	⑥
	＜３人で話し合っている場合の撮り方･続＞

	 　 12月号
	⑦
	＜同じテーマも撮り方ひとつで変わる＞

	1957年1月号
	⑧
	＜狭い室内で４人を撮影する＞

	      2月号
	⑨
	＜狭い室内で効果的な撮影＞


　第Ⅰ期の特徴的な撮影技法記事として、今枝柳蛙の連載「小型シネ　写し方入門」について検討する。副題のほかに、他記事と比較するためのキーワード・キーフレーズを付与したものを、表ⅠＡ-3に示す。１回の記事に複数のテーマが盛り込まれたものについては、テーマの順序を丸数字で示す。

表ⅠＡ-3　今枝柳蛙・連載「小型シネ　写し方入門」
	年月
	№
	 回数　/ 副題　/　キーワード・キーフレーズ

	1956年
5月号

創刊号
	①
	[1］第１話　どんな狙いで写すかという話　/　撮影のポイント /　動きを捉える：スチルとの違い：シネは情景と時間の缶詰：行程を洩れなく順序立てて克明に撮る

	
	②
	第２話　パンは止した方がよいという話　/　パンニング　/　見にくい往復パン：カメラを固定しカットに分けて撮る：三脚なしでも安定した撮影を

	6月号
	③
	[２]ムービーカメラの露出はどうすればよいか　第３話　露出を決定する要素は何かという話　/　露出：シネカメラの露出の決定　/　フィルム感度と絞りで決める：反転現像の特徴－焼き付けで調整できない：ｼｬｯﾀｰの構造と種類

	
	④
	第４話 黒白フィルムの確実な露出の決め方の話　/　露出：黒白フィルムの性質　/　露出計の問題点：自分のカンに頼れ：シネ独自の露出

	7月号
	⑤
	［3］室内や夜間のライティング･露出は？第５話　室内や夜間の撮影はどうするかという話　/　照明：室内・夜間撮影 /　照明器具の種類と消費電力：昼夜を画面構成の工夫で区別：カラーでの照明

	
	⑥
	第６話 花火の撮影はどうするという話　/　花火の撮影 /　どこを狙うか：巻き戻して多重露出を：花火あそびの照明

	8月号
	⑦
	［4］広角･望遠レンズによる上手な撮影法　第７話 広角、望遠レンズはどうするかという話/　広角・望遠レンズ /ターレット･カメラの流行：広角･標準･望遠レンズの視野の違い ：それぞれの特徴－遠近感･被写界深度･スピード感と使い方： 広角とシネスコの違い

	9月号
	⑦
	［5］接写･近写はどうするか　第８話　近写･接写はどうすればよいかと云う話　/　接写・近写 /　ファインダーのﾊﾟﾗﾗｯｸｽ:その対策：固定焦点ﾚﾝｽﾞでの接写：距離目盛りのあるﾚﾝｽﾞの場合

	 10月号
	⑧
	［完］どんな被写体を選ぶべきか　/　被写体の選定  / 映画は時間を持つ：動く被写体を選ぶ：ロングよりクローズ･アップ：動と静の使い分け：動きによる構図の変化：画面のアクセント－動き･色：動きの方向を整理する


　露出や焦点距離などのレベルの高い内容が多いのに比して、カメラサイズ、カメラポジション、カメラワークなどの映像の基礎的表現について触れるところは少ない。これが当時の入門記事のレベルとして妥当だったのかどうかは疑問もある。当時の一部の愛好家の技術水準は相当程度に高かったとは思われるものの、一般的な読者の技術力や経験値については、まだ手さぐりの段階だったということであろう。とはいえ、現在のデジタル･ビデオ･カメラのような自動化が進んでいなかった時代、露出(③④⑥)やパララックス：ファインダーの視差(⑧)などは、カメラ操作の初歩においても基本的技術であった。この時期の小型カメラは、焦点距離の異なるレンズを２～３本装着したターレット･カメラが主流であったことを考えれば、焦点距離の違いによる被写界深度や遠近感の違いなどについても触れないわけにもいかず(⑦)、記事構成には苦労がしのばれる。執筆者は、この記事の前提として、読者がスチル写真での撮影をある程度経験したものとして映画の特徴を捉えている側面があるが(①⑨)、現在のビデオカメラのビギナーにとっては、逆に理解に困難をきたｓすかもしれない。当時においては、１カット撮影するのにも、このような映像表現技術の原理的理解が求められていたということであるが、逆にいえば、映像メディアがあふれ手軽にビデオカメラを操作できる現代人は、かえって個々の映像の特徴を捉える感覚が鈍化しているのではないか、などと考えさせられる。　
ⅠＢ．特集記事（1956年-1957年）            
  創刊期の特集記事を表ⅠB-１に示す。この時期から、特集は各号１本が原則であった。当初の内容は、カメラ・映写機などハードに関するものと、撮影･編集などソフトに関するものをほぼ交互に取り上げているが、２年目後半には後者の比重がやや大きくなる。また、１年目には、撮影･編集･ライティング･音･カラーなど映画作成に関わる技法の問題を取り上げているが、それが一巡すると、季節の素材を取り上げ、数人の執筆者がそれぞれの立場からアドバイスするということに力点が移る。

表ⅠＢ-1　第Ⅰ期の特集記事
	年月
	 特集題名　(第１特集は①、第２特集は②と表す)
	 執筆者

	1956年５月号
	①８mmカメラの選び方
	

	６月号
	①８mm撮影の手引き
	

	７月号
	①二つの新鋭国産カメラを検討する　(1)シネマックス8Tの内部機構　(2)キャノンSTのファインダー　(3)キャノン工場を訪ねて
	飯倉重常･中村泰三･塚本閤治･島崎清彦

	８月号
	①８mm映写機の選び方
	飯倉重常･天野信三

	９月号
	①編集の楽しみ
②シネカメラに使う電気露出計は何がよいか(1)

③始めて８mmを手にする人のために〈グラビヤ〉
	池田利久･中村泰三

	10月号
	①秋を写す　座談会　秋に作る映画あれこれ　

秋の裏磐梯をさぐる〈撮影読本(6)〉
	塚本･三成･佃ほか

金子幸一

	11月号
	①誰にでも出来るタイトル
	池上信次･池田利久･大辻清司

	12月号
	①ライティング虎の巻
	坂本為之

	1957年１月号
	①スキー映画の撮り方
	風見武秀･中山峻陽ほか

	３月号
	①あなたの映画に音を入れましょう
	池田利久･金子幸一･三文字誠

	４月号
	①楽しいﾎｰﾑﾑｰﾋﾞｰ　2つの家庭映画をひとつに　目で見る家庭の紹介法〈ｸﾞﾗﾋﾞｱ〉
	酒井圓影･柴田信光･原五郎ほか

	５月号
	①８mmカメラ春の見本市
②カラー特集　(1)シネはカラーで　(2)新しいフジカラーとみのりクロームを使って  (3)カラー　撮影を語る
	田口泖三郎ほか
阿部東代吉･沖中陽明ほか

	６月号
	①８mm映写機と楽しい映写   (1)新しい映写機３種　(2)映写機の機構とその性能　(3)あなたの家庭で楽しい映写を
	

	７月号
	①あこがれの夏山　その写し方とまとめ方  (1)山の魅力と映画の撮影 (2)山岳映画の撮影：準備と機材について：山の映画の露出：遠景･中景･近景の撮り方：パンニング･ティルティングはこのように･　(3)アルペン的映画の撮り方(4)８mmで撮る山のホームムービー　(5)山の映画に向く音楽
	塚本閤治･ 酒井菊雄･福原健司･三成善次郎・井上好二・金子幸一

	８月号
	①夏休みに楽しい映画を：夏の被写体と露出：夏の風物の撮り方：高原での映画の撮り方：夜景･花火を撮るには：家族づれの海の撮り方：なぎさのﾕｰﾓﾚｽｸ
	坂本為之･岡本好雄･柴田信光･池田利久･伊藤紫英

	９月号
	①パン･移動･ズーム　流動する画面は映画独特の表現である：パンを大いに使おう：パンニングの実際：移動とズームを効果的に：移動撮影のいろいろ
	島崎清彦･坂本為之･今枝柳蛙・佐伯啓三郎

	10月号
	①秋の撮影読本 運動会 森 風物詩：運動会の撮り方まとめ方：秋を表現するｶｯﾄの撮り方
	伊藤紫英･三村喜作･村瀬好宣

	11月号
	①我が家の記録のまとめ方：結婚式･新婚旅行：人間零歳の記録：七五三のまとめ方 など
	伊藤紫英・鳥山新一ほか


5.2　第Ⅱ期.1960年前後 (1959年-1963年)

ⅡＡ１．連載記事（1959年-1960年）
　創刊後４年目の1959年５月号に、「滝沢修８ミリ講座」という俳優・滝沢修の手による連載が試みられたが、3回で終了している（これは滝沢の多忙のためだったことが1960年１月号「滝沢修氏の生活と意見」に記されている）。同じ時期、荒井章八がグラビア記事で「８ミリ映画の作り方」を掲載した。グラビア４～６ページの力作だったが、２回で終わった。いずれも系統だった連載記事を構成していくことの難しさを示したもののように見える。第Ⅱ期の撮影技法記事として、第Ⅰ期の連載「写し方入門」と同じ今枝柳蛙の連載「８ミリカメラと８ミリ映画」を検討する。
表ⅡＡ-1今枝柳蛙・連載「８ミリカメラと８ミリ映画」
	年月
	№
	副題　/　キーワード・キーフレーズ

	1959年6月号
	① 
	８ミリカメラの機構・扱い方　/　多いカメラの故障：映像の手ぶれ･ぼけ：初心者はカットが短い

	７月号
	②
	見よい映画を作るには　/　露出の不揃いは見にくい：電気露出計でまず勉強を：パンフォーカスで撮る：ＯＬなどテクニックの乱用はやめよう：タイトルは見やすく分かりやすく：内容･構成が大事

	８月号
	③
	 -

	９月号
	④
	レンズの明るさ　/　レンズのＦとは：絞りと被写界深度の関係：フィルムの感光度とレンズ：レンズのＦと解像度

	11月号
	⑤
	ピントの良し悪しの理由　/　ピンぼけはﾚﾝｽﾞのせいだけではない：ﾌｨﾙﾀｰを使う：片ボケと縁ボケ：前ピンと後ピン

	12月号
	⑥
	雑誌のシナリオは役にたつか？/ シナリオ　/　雑誌のシナリオは無意味か：アイディアやヒント、構成の研究に ：自分のなかに吸収してから作品に)

	1960年１月号
	⑦
	カットの長さはどの位が適当か / カットの長さ　/　伝えたいことを観客が納得するちょうど必要な長さ：内容･前後で変わる：写真と違いロングを長々とは見てくれない

	２月号
	⑧
	ズーミング効果の上手な活用法 / ズーミング効果　/　ズーム･レンズ目下売り出し中：連続的に変わる焦点距離：ズーム･インの効果：ズーム･アウトの効果：伏線･省略･場面転換･移動･などへの利用)

	４月号
	⑨
	８ﾐﾘｼﾈｽｺの問題点 / ｼﾈｽｺ　/8ﾐﾘではｼﾈｽｺの効果は出ない：ｱﾅﾓﾌｨｯｸ･ﾚﾝｽﾞとは：横長画面を生かした撮影を

	５月号
	⑩
	50フィート映画まとめ方のコツ　/　50フィート映画のまとめ方　/　１巻でまとめる練習を：20カットで撮る素材とは：ファースト シーン･ラストシーンを決める：残りで何を撮るか：省略の訓練

	６月号
	⑪
	８ミリ映画上達の近道（１）　/　上達法　/　正規のコースを最短で：写真的な技術＝正しい露出：表現の技術＝テーマを明確に掴む

	７月号
	⑫
	８ミリ映画上達の近道（２）　/　上達法　　/　ストーリーを考える：ファーストシーン・導入部・話の胴体・ラストシーン：表現の技法＝紹介･伏線･省略･時間経過･場面転換

	８月号
	⑬
	カメラを買ったらこれだけはテストしよう　/　カメラ購入時のテスト　　/　パーフォレーションとフレームの関係：フィルムの掻き落としと巻き取り：故障による不具合は工場へ

	９月号
	⑭
	カメラを買ったらこれだけはテストしよう（２）　/　カメラ購入時のテスト　/　フィルム･リーダーのテスト：コマ送りのスピード･テスト：ファインダーの正確度とパララックスのテスト：ピントのテスト

	10月号
	⑮
	ｶﾒﾗを買ったらこれだけはﾃｽﾄしよう（３）　/　ｶﾒﾗ購入時のﾃｽﾄ　/　ﾚﾝｽﾞの距離目盛のﾃｽﾄ：露出・ﾗﾁﾁｭｰﾄﾞのﾃｽﾄ


　この連載は、タイトルのとおり、単にカメラの機構や撮影だけでなく、映画としてのまとまり・構成を意識したものと思われるが、第１回はしがきに、「あなたが良い映画を作る手引きに」「今月から数回にわたって（中略）連載する」とあり、全１５回という長期連載は予定されていなかったようにも見うけられ、連載の延長にともない、⑥から⑫のように撮影に重点が移ってきたようだ。見開き１～1.5ページのなかに、経験にもとづく実証的な情報がつまっており、個々の記事はよくまとまっているが、全体として系統的な知識を伝えるというよりは、読者からの質問に答えるという姿勢にも見える。

　今枝は「⑧ズーミング効果の上手な活用法」のなかで、「ズーミングアップはどう使う」として、以下のように、全体と部分の関係を細かく分析･例示した。
1) 範囲を示し、その中の或る特定の部分に視野を狭めていく場合
2) 大勢の群衆の中から特定の人を選び出す、または紹介する場合
3) 全体の中の一部分を近寄せる、または近寄る目的の場合
4) 全体の中の一部分を拡大して見せる目的の場合
5) 全体の中の一部分に注意を集中する目的の場合
6) 全体の中の一部分を特に強調する目的の場合
　ズーミングアウトについては略すが、全体と部分以外の目的としては以下のようにまとめている。
1) 伏線に利用する場合（ズームで強調しておく）
2) 省略に利用する場合（ズームインとズームアウトとの間に時間が経過する）
3) 場面転換に利用する場合（ズームインとズームアウトとの間に場面が変わる）

4) 移動撮影の効果を出すために利用する場合（近づく･遠ざかる人物をズームで強調）
5) スピード感の強調に利用する場合（近づく･遠ざかる乗り物や人のスピードを強調）

　これらのまとめ方は、現在の映像制作教育上も利用できるものである。連載⑩～⑫の映画上達の方法も、前の連載（「写し方入門」）にはない視点である。
　第Ⅱ期に系統的な技術解説を試みた連載として、「眼で見てわかる８ミリ速成講座」および「８ミリ映画のセオリー」がある。前者はメカニズムの構造解説に重点をおいた写真中心のグラビア記事である。高度に進化し、なかばブラックボックス化した現代のビデオカメラと異なり、映画キャメラの原理と構造を細部にわたり視覚的に示そうとしている点が興味深い。理論面については「８ミリ映画のセオリー」が引き受けているが、これは第Ⅰ期の連載「映画の文法」の系統が色濃く、副題も掲げられいない。
表ⅡＡ-2　連載「眼で見てわかる８ミリ速成講座」
	　　年月
	№
	  副題
	 執筆者

	1960年１月号
	①
	カメラと映写機の機構と名称
	篠崎徳量

	     ２月号
	②
	８ミリフィルムの知識とフィルム装填
	   〃

	     ３月号
	③
	８ミリレンズの知識
	三村喜作

	     ４月号
	④
	カメラの構え方と映写機の扱い方
	篠崎徳量

	     ５月号
	⑤
	大切な露出とピント
	三田村嵩

	     ６月号
	⑥
	８ミリ撮影の基礎①
	  〃

	     ７月号
	⑦
	８ミリ撮影の基礎②
	  〃

	     ８月号
	⑧
	カラー撮影の基礎
	加藤章

	     ９月号
	-
	 ＜休載＞
	

	  　10月号
	⑨
	８ミリタイトルの制作と撮影
	瀬下雅朗

	    11月号
	⑩
	８ミリの編集
	加藤章

	    12月号
	⑪
	８ミリ映画の録音
	瀬下雅朗


  全体としてみると、1960年を中心とするこの第Ⅱ期には、映画の撮影･編集に関わるさまざまなシリーズが、相互に重なる形で紙面に登場したことがわかる。本誌のめざす方向が明快になってきたことの表れであろうし、執筆陣の充実を示すものでもあろう。
ⅡＡ２．連載記事　坂本為之「８ミリ撮影技法のコツ」（1962-1963年）

　創刊２年後の1962年５月号から開始された、坂本為之の連載「８ミリ撮影技法のコツ」について検討する（表ⅡＡ-3）。坂本の一連の記事は、グラビア見開きを縦長に使ってつよく視覚的に訴えるという特徴があり、この点を連載の指標とすることができる。パンについて何回も扱っていること、ズーム、フェードといった技法の間に、結婚式の撮影とか、ＥＥカメラ（エレクトリック･アイカメラ）の扱い方といった異質なテーマが挿入されてくる点に、当時のアマチュア映画製作者たちの関心のありようが反映されている。この頃には主題もカメラワークに関することが充実し、初期の連載記事に比して、おおきな進歩を見せている。
　「８ミリ撮影のコツ」で取り上げた撮影技法を内容別に整理すると、以下のようにまとめられる。
	パンニング(パン)　

フォロー
ズーミング(ズーム)
移動撮影
固定撮影(フィックス)
	①④⑨
①⑩  
②
⑪
⑬
	主題と撮影
インサート･カット
Ｆ.Ｉ.、Ｆ.Ｏ.、Ｏ.Ｌ.
結婚式の撮影
EEカメラ  
	③⑤
⑧
⑥
⑦　
⑫


　この内容を、第Ⅰ期の連載「写し方入門」と比較してみると、カメラの機構やフィルムの露出などの原理的な解説をひとまずおいて、より実用的なカメラワークに力点が移っていることがわかり、読者のニーズにより合致したものになったと思われるが、「撮影技法」として特化した内容というには、なお過不足があるようにも思われる。
　しかし、坂本がこの後のさまざまな連載で、撮影技法の整理・体系化を試みていく経緯は現代の映像制作教育のカリキュラムを考察するうえで、示唆に富むものである（ⅢＡ章参照）。
表ⅡＡ-3　坂本為之・連載「８ミリ撮影技法のコツ」
	年月
	№
	 　副題　/　キーワード・キーフレーズ

	1962年
５月号
	① 
	パンニングとフォロー　/　動く人物とフォローの速度：パンニングの方向･速度：パンニングとフォローの使い分け：フォローによる導入･場面の紹介/フォローの変形/フレーム･アウト/パン･フォローによる画面転換

	６月号
	②
	ズームで撮るとき　コンパクトで狙うとき　　/　コンパクトカメラとズームカメラ→両者を比較してみよう：場所と人物の関係を示す：堤から川への動きの比較：動物園にはいる：動物園内で：写し方によってはコンパクトカメラでもいける

	７月号
	③
	８ミリ映画をどうつくる･題材のつかみ方・まとめ方　/　家庭の行事･七夕まつりの場合・遊覧バスに乗って・自然の動きなど、どう撮り、どうまとめるかを写真で紹介

	８月号
	④
	知っておきたいパンニングの常識　/　パンニングには目的を：パンの終わりを決めて：速度･方向：パンのカットつなぎ、レンズの違いとパンの速度：パンニングによる時間経過と場面転換：波状のパンニング

	９月号
	⑤
	主題を生かす撮影法　/　人物の写し方－子どもの遊びを強調する･演出せずに狙う・女性の微妙な雰囲気を写す：建造物の写し方：風景をカットに分けて撮る：小道具を生かした撮影

	10月号
	⑥
	フェードイン･アウト オーバーラップの実際　/　フェードを使う省略：フェード撮影の角度のよし悪し：フェードを使う時間経過：フェード･OLによる場面転換：OLの使いどころ

	11月号
	⑦
	結婚式をどう写すか　/　平凡でも確実に写す：式場の写し方：記念撮影シーンは必要か？：花嫁衣装の着つけ：披露宴･色直しの写し方：ラストシーン

	12月号
	⑧
	ｲﾝｻｰﾄｶｯﾄの使い方　/　良い･悪いｲﾝｻｰﾄｶｯﾄ：画面をつなぐｲﾝｻｰﾄｶｯﾄ、時間経過･時間省略を示すｲﾝｻｰﾄｶｯﾄ

	1963年
１月号
	⑨
	パンニング技法どう使う　/　乱用は避ける：初心者に多い往復パン：パンニングの目的－関係を示す･説明的パン：パンの後のつなぎ、パンニング撮影の注意：パンを使う回数－固定２にパン１が目安

	２月号
	⑩
	フォロー撮影の実技　/　フォロー撮影の基本－姿勢･速度：カメラの持ち方：フォローと固定カットのつなぎ：フォローとフレームアウト・インの応用

	３月号
	⑪
	カメラマンが動きながら撮影　/　横移動の効果：エレベーティング：トラック･アップ,トラック･バック－別離のﾗｽﾄｼｰﾝ

	４月号
	⑫
	EEカメラを上手に使うには　/　初めてでも露出の苦労がない：車窓からの撮影はマニュアルで：適正な露出を得る使い方

	５月号
	⑬
	手持撮影でカメラを安定させるテクニック　/　撮影前に注意する点：手近かな物を利用するには：


ⅡＢ．特集記事（1959年-1962年）
  1959年の特集を表ⅡB-1に、1962年の特集記事を表ⅡB-2にまとめる。
表ⅡＢ-1　1959年の特集記事
	年月
	  特集名(第１特集は①、第２特集は②と表す)
	 執筆者

	1959年１月号
	カラー撮影フルコース
	 －

	２月号
	冬から春への撮影アイディア集
	坂本為之･今枝柳蛙ほか

	４月号
	春の旅行バイブル：　春の旅行映画のまとめ：一人を主人公にした映画：旅行映画を50フィートで：社員旅行の宴会の写し方
	伊藤紫英･松濤基･篠崎徳量･高石昌五郎･池座義昌･本保竣

	５月号
	①赤ちゃん映画百科：写し方まとめ方：私ならこうまとめる：撮影上の注意：どこを中心に描くか：スティール写真を利用した例
②ゴールデンウィークの８ミリ撮影：乗り物を使った効果的カット：遊園地で写す
	市川保彦･芳賀一男･川畑健次･床波衛･加藤章･市川保彦

	６月号
	８ミリマンガ読本　逆説小型映画虎の巻
	伊藤紫英･三村喜作ほか

	７月号
	夏の撮影カンどころ：NDフィルターを活用しよう：逆光線を生かそう：夏はカラーの写しどき：夏ならではのカット集：
	伊藤紫英･市川保彦･榊原清彦･三村喜作

	８月号
	カットつなぎのポイント：映画の流れとカットつなぎ：カットつなぎのテクニック：場所の移動とカットつなぎ：インサートカットのつなぎ方：パンニングのあとのカットは
	榊原清彦･荻野茂二･坂本為之･今枝柳蛙･三村喜作

	９月号
	ズームがいっぱい：ズームによだれ：素敵なズーム：ズームの強みをぶちまけろ：ズームはジャズる：ズームの報酬：今年の秋突然に･･
	伊藤紫英･師岡宏次･小林英人･徳永哲

	10月号
	①旅行映画百科事典：パンフレット：天気：広告と看板：汽車：エハガキ：行事：点景人物：バス：タクシー：旅行映画の型：
②場面展開のすべて：場面展開とは：季節のうつりかわりと場面展開：ハイキングでの場面移動：場所の移動の表現：時間の省略：
	三村喜作
今枝柳蛙･伊藤紫英･坂本為之･三村喜作･松濤基

	11月号
	①楽しきかな８ミリ：マニアの天国：撮影と映画への招待
②ここがズームの使いどころ：お祭り映画の盛り上げとズームの効果：小学校の修学旅行でもズームレンズは適当か
	伊藤紫英　他
坂本為之･市川保彦･師岡宏次･戸籍敬三ほか

	12月号
	②ｺﾝｸｰﾙﾏﾆｱに捧ぐｺﾝﾃｽﾄへの心得：審査員喜びも苦しみも：応募者への助言
	飯田心美･寺沢敬一ほか


表ⅡＢ-2　 1962年の特集記事
	年月
	  特集名(第１特集は①、第２特集は②と表す)
	 執筆者

	1962年１月号
	お正月映画撮影読本
	

	 ２月号
	①100フィートでまとめる季節の被写体
②編集とは何か：編集をする第一の段階：リズムとテンポの問題：アクションを合わせるには：編集のテクニック：私の編集はこうしている　他
	三村喜作･加藤章他

	 ３月号
	①〈８ミリ映写機のすべて〉
②ベテランの技法うらおもて
	

	 ４月号
	①あなたが８ミリを始めたら：ナレーションでのギャグ：カットバックと回想形式：
②楽しい映画のアイディア：かわった映画を作るには：立体映画を作るには：
	伊藤紫英･瀬下雅朗ほか

金子幸一･池田利久ほか

	 ５月号
	①カラー撮影成功への道：色の道教えます：24時間の色の変化と美しさ：
②ゴールデンウィークのための８ミリ映画アイディア集
	大家冬幸･伊藤紫英ほか

伊藤紫英･松濤基他

	 ６月号
	①百万人の映画アイディア集：子供のくせを映画にする：のどかさをスケッチする
②〈ポータブルテレコの性能と選び方〉
	

	 ７月号
	①夏を映画にする12のアイディア
	荻野茂二･脇田智他

	 ８月号
	夏のﾑｰﾄﾞを映画に生かそう：暑さ･涼しさを表わすこのｼｰﾝ：音の効果で涼しさを：
	伊藤紫英･加藤章他

	 ９月号
	①室内で作る楽しい８ミリ映画
②８ミリ上達３つのポイント：インサートカットはこう写す：クローズアップの使い方：編集はあなたの腕のみせどころ
	三村喜作　他
鈴木宏･植村信孝

	10月号
	旅行映画撮影のポイント
	

	11月号
	①〈EEカメラの完全技法〉　②〈８ミリ裁判〉
	

	12月号
	①〈８ミリ工夫シリーズ〉　②〈映写機の良否検討と映写の徹底研究〉
	


5.3　第Ⅲ期.1965年前後（1964年-1966年）

ⅢＡ．連載記事　坂本為之「坂本為之撮影講座」（1964年-1965年）を中心に
  1963年に「８ミリ撮影技法のコツ」を連載した坂本為之は、1964年にふたたび大型連載を開始する。坂本は創刊当初からの執筆陣の一人だが、この時期から精力的に連載を担当し、映像制作ノウハウの体系化を試みていることがわかる。まず、坂本が1964年の前半に担当した記事をて表ⅢＡ-1に示す。
表ⅢＡ－１　1964年前半の坂本為之の記事
	年月
	  題名

	 1964年５月号
	春の遊園地を写す(2)　方向性の問題とズームの使い方　ズームのよい使い方悪い使い方　

	  ６月号
	カット アンド スプライス　　対話の場面の画面構成
映画での方向の表現と捉え方　　方向の混乱とは　曲がり角を利用して歩く人物の方向をかえる　カメラポジションを移動して　180度カメラポジション移動の効果   パンの方向混乱は見苦しい　パンの方向が逆なものをつなぐとき

	７月号
	カット アンド スプライス　　

構図の研究　あなたの映画をスッキリさせる

	８月号
	夏の映画をスッキリさせる場面転換と動感の表現


　「春の遊園地を写す」といった特集的なもの、「映画での方向の表現と捉え方」「構図の研究」などの理論と技法に関するもの、編集の問題を扱った「カット アンド スプライス」など、多様な範囲の内容が含まれ、高い執筆力が示されている。
　この1964年９月号から、篠崎徳量による連載「８ミリ映画のまとめ方」が始まり、同年11月号には坂本為之の「カット アンド スプライス」が復活する。これは「８ミリ映画のまとめ方」と重複する面もあったためなのか４回で終了するが、12月号からは連載「坂本為之撮影講座」が開始する。「８ミリ映画のまとめ方」を表ⅢＡ-2に、「坂本為之撮影講座」を、表ⅢＡ-3に示す。
表ⅢＡ-2　篠崎徳量・連載「８ミリ映画のまとめ方」
	年月
	№
	 　副題

	1964年 ８月号
	①
	映画の組み立てを考える　シーンの構成は

	     ９月号
	②
	シーンとシーンをつなぐということ

	    10月号
	③
	ファーストシーンのまとめ方

	    11月号
	④
	ラストシーンのまとめ方

	    12月号
	⑤
	ホームムービーのまとめ方

	 1965年１月号
	⑥
	出来るまで映画のまとめ方


　連載「８ミリ映画のまとめ方」が当初から６回完結で構想されたとすると、この記事の構成の手法、すなわち最初にシーンとシーンのつなぎを扱い、続いてトップとラストのシーン構成を取り上げ、終わりに「ホームムービー」と「出来るまで映画」という２つのジャンルで全体の構成を考える、という体系は理解しやすい優れたものと思われる。
　この観点からすると、連載「坂本為之撮影講座」では、連載２回目に「ファーストシーンはどうまとめるか」、３回目に「ラストシーンをどうするか」という構成となっており、長期連載でありながら展開が早い。坂本の連載は、グラビア見開き2～3面を使い、撮影技法それぞれの特徴や問題点をいくつかの作例を写真構成の形で示しながら具体的に解説しており、視覚的な迫力があり、ひじょうに解りやすい。画面の流れを強く意識した点も評価できる。全体の連載が精密に計算されていながら、パンやフォロー、フレーム･サイズやカメラ･アングルについて、あえて章を設けなかったことは、グラビア上の要請を優先したことによるのかもしれず、この連載を特徴づけてもいる。
表ⅢＡ-3　坂本為之・連載「坂本為之撮影講座」
	年月
	№
	 　副題　/　内容・キーワード・キーフレーズ

	1964年 
12月号
	①
	明るさ･淋しさを強調する　雰囲気をどこで狙うか　/　明るい・淋しい雰囲気を出すテクニック－天候と光線･ねらいとカメラアングル･撮影場所･インサートカット：雰囲気をこわすアンバランス－人物と動作･建物を生かす人物

	1965年
 １月号
	②
	ファーストシーンはどうまとめるか　/　映画の価値を左右：風景が主体のとき･環境･情景の描写を中心に：人物が主体のとき･雰囲気を盛り上げて･UPで：映画内容を暗示するファーストシーン･テンポは内容に合わせて

	  ２月号
	③
	ラストシーンをどうするか　/　映画の価値決定の重要なポイント：ロングでのラスト･人物が遠ざかる/遠くで静止の場合：UPでのラスト･･尺を長めに・余韻を：風景で終わる：風景をインサートカットに使う

	 ３月号
	④
	クローズアップの効果的な使い方　/　UPは被写体を強調・だが位置不明→全景との関連が必要：画面を引き立て･盛り上げるUP / 説明的なUP：UPをインサートするときの注意

	 ４月号
	⑤
	場面転換技法とその効果的な使い方　/　冗漫な場面を簡潔にまとめる技法：インサートカットを重ねる･･パンで動きをつける：相似形による転換：動きによる転換：ズームの望遠効果を使って：人物の前進と後退を使って：いろいろな方法を使い分けて新鮮さを

	 ５月号
	⑥
	時間経過の技法　/　画面を省略しつつ時間経過を示したい･フェードやＯＬでは感じが出ないとき→画面上に変化をつける/インサートを活用：就寝から起床まで･･フェードを使用/インサートを使う/深夜と早朝とをはっきり区別する：迫力を出すシーン･･カットバックを使う

	 ６月号
	⑦
	映画の構成からみた 画面の省略法　/　どこを省略すべきかの判断は？：旅行映画で何を省略するか･目的によって：動作を繰り返す職人･･工程か人物かで省略個所が決まる：好ましくない描写は省略

	 ７月号
	-
	＜休載＞

	 ８月号
	⑧
	カットバックはこうして効果をあげる　/　カットバック＝カットインを多用する構成：被写体を多面的に撮り組み合わせて立体的に描く：踏切のシーンでのカットバック：迫力は短いカットバックで：並行法によるカットバック･時間の省略が容易

	 ９月号
	⑨
	尻とり法による　カットつなぎの技法　/　似ている場面どうしをつなぐ技法：都会の川から渓流へ：空･流れ･樹木･歩く足などが使いやすい･木から木へのパンで･歩く足のフォローで･電車へのズームで：時間･空間が飛躍できる

	10月号
	⑩
	クライマックスはどう盛りあげるか　/　静的なクライマックス･有名な建物･彫刻は念入りに撮る：動的なクライマックス･･遊園地・動きの遅いものから早いものへ・方向を揃えるだけではダメ：画面の相克で迫力が増す

	11月号
	⑪
	カット割りとカットの長さ　/　カット割により画面に変化を：トーキーはサイレントよりカットが長くていい･長いカットを退屈せずに見せる工夫：歩く人をどのようにカットを割って撮るか：カットの初めと終わりをどうするか：場面転換のときの尺数：カットバックとテンポの盛りあげ：動と静の比率の違い

	12月号
	⑫
	場面転換と情景描写　/　映画を良くするには制作のウソも：順序を変える：道草を食おう：ハイキングなどへの応用･森･小川･遠山･池･雲･などを撮る：情景描写には自然の条件が大切･夕暮れのシーンなど

	 1966年 
１月号
	⑬
	ズーミングの技法　/　ズーミングの多様な利用法：太陽のUPからZBして海岸の情景：ZIでUP / UPからZBで場面転換：ズームの速度･重厚な感じを出すときは遅く･感情の高ぶりを出すときは早く：ズームの回数･･効果があれば何度でも・だが同じﾃｸﾆｯｸの重複使用は避ける：パン＋ズーム･ZBによるクレーン効果：意外性を出すズーム

	２月号
	⑭
	レンズの焦点距離　その違いと効果　/　焦点距離が違うレンズとその活用法：人物と背景との関係：広角レンズ･･遠近差を誇張：望遠レンズ･遠近感が乏しい･物の形を正しく描く･不必要なものが整理される


　連載「８ミリ映画のまとめ方」と、連載「坂本為之撮影講座」という比較研究をしてから、撮影技法の本来的な構成を考えるとすると、まずロング･ミディアム･アップといったフレーム･サイズの意味、レンズの違いを理解し、次に仰角や俯瞰といったカメラ･アングル、パンやフォロー、ズームなどのカメラ･ワークを取り上げ、まとめとして、ファーストシーン、ラストシーンなどを扱うということが定石的ということになるだろう。

　とはいえ、単行本をまとめるのとは異なり、商業月刊誌としての性格上、よりインパクトのある見せ方や、ひねりのある構成が試みられることもよく理解でき、雑誌研究の面白さでもある。
ⅢＢ．特集記事　（1964年-1965年）
  こうした連載記事の間にはさまって、いくつかの特集記事が掲載されている。多くは数人の執筆者が分担し多角的な記事を構成しているが、１人が通して担当しているものもある。表ⅢＢ－１は、1964年４月号から1966年３月号までの２年分のうち、撮影･編集の技法に関わる特集記事である。最初の坂本為之担当の特集は、連載の記事をひとつの素材で扱って統一感があり、「夏の撮影ダイジェスト」「夏の映画アイディア集」など、数人の執筆者が分担執筆する場合は、題材や取材対象が多様になるが、執筆者による若干の主張や好みの相違が見受けられる。
ⅢＢ-1 第Ⅲ期前半の特集記事

	年月
	  特集名(第１特集は①、第２特集は②と表す)
	 執筆者

	1964年 
４月号
	春の遊園地を写す　動感の表現とつなぎの工夫　ファーストシーンをどこからはじめるか　スムーズなカットとつなぎ　感じのよい場面転換法　地上の人物からスカイウェイへ　スカイウェイから池畔の休憩所へ画面転換する　動きから動きへつなぐ　アップの活用と尺数の関係　カメラポジションを生かして動きの方向をかえる　ラストシーンのまとめ方
	坂本為之

	 ９月号
	特集 サンデー８ミリドリームランド　　ゆうえんちを写すテクニックとアイディア　効果を上げる撮影テクニック　望遠レンズの効果　広角レンズの効果　場面転換　パンの活用　カットバック他　まとめ方のポイントは
	坂本為之

	10月号
	旅行映画の狙い方と撮影の工夫　楽しさを盛り上げる場面転換のアイディア　旅行映画にもムードを　クライマックスの活用　旅行映画にほしい物語性
	坂本為之

	1965年
 ７月号
	特集 夏の撮影ダイジェスト　湖と高原と渓谷のもっとも８ミリ的な素材・シナリオ「高原と海をたずねて」・シナリオ「南房総めぐり」・海をテーマにした被写体とその狙い方・池･川･田園風景８ミリのまとめ方・身近なものから初夏を感じとる
	三村喜作・加藤章・杉建喜重朗・伊藤紫英・篠崎徳量・川崎新四郎

	 ８月号
	特集 夏の映画アイディア集　 ８ミリで写す夏の海・海水浴 目的地までどう写すか・真夏の海のファンタジー・海のホームムービー　色どりを添える被写体・海の映画に新しい試みを・シナリオ「ボクの楽しい海水浴」・  フィルターで海の特殊効果を
	三村喜作・松濤基・師岡宏次・三村喜作・伊藤紫英・杉健喜重朗・荻野茂二


　
5.4　第Ⅳ期.1970年前後（1969年-1971年）

ⅣＡ１．連載記事　坂本為之「ビギナーのための８ミリ講座」（1970年-1971年）を中心に
  1970年１月号より、幾つかの連載、新連載を示す。
・連載　TV撮影教室　戦国絵巻「天と地と」撮影うらばなし /  小林正彦
・連載　編集教室　映画における構図の基本形とは /  佐瀬喜市郎
・新しい映像 伝統的な映像(1) /  荻昌弘
・連載タイトル講座　成年にちなんだタイトル･･　/  川畑健次･伊丹八郎
・連載　映画の基礎テクニックシリーズ　遊園地映画の撮影テクニック /  坂本為之　　
・新連載　読者参加実践８ミリ教室　初冬の神代植物園を撮る /  荻野茂二
・連載　ビギナーズルーム　老夫妻の初詣映画撮影アドバイス /  伊藤紫英
・連載　ビギナーズルーム　我が家のゆく年くる年のまとめ方 /  川井巌
　この時期の特徴は、連載記事の増加と、それがビギナー向けと上級者向けとに明確に区別されてきた点であろう。このうち、明確に連載としての構造を示しているのは、佐瀬喜市郎「編集教室」と、坂本為之「映画の基礎テクニックシリーズ」であろう。
  新しい読者を開拓するためにも、ビギナーに８ミリ映画の面白さを伝え、映画作りは難しくはないことを啓蒙する必要がある。これまでの実績に応えて坂本が「映画の基礎テクニックシリーズ」を担当したことは妥当であったろう。なお、目次に示されたタイトルは、本文では「映画撮影テクニック」と主題が絞り込まれている。グラビア見開き３ページに写真を豊富に盛り込んだこのシリーズは、筆者が写真も担当した力作である。
　これにつづけて、坂本は、ビギナー向け連載「新連載　ビギナー･８ミリ講座」を開始し、これは第２回９月号から「ビギナーのための８ミリ講座」に連載名を変えた。新連載に際しては、坂本は次のように述べている。
　「これまでに映画撮影のテクニックについて、いろいろと研究を重ねてきました。しかし、基礎的な知識がないと簡単にそれを理解することができないものです。そこで今回からは、ビギナーのための講座として、８ミリの技法を分りやすく解説してゆきたいと思います」。

　この連載も、坂本が撮った写真を豊富に用いたグラビアで、やはり見開き３面である。前シリーズの途中から各回のタイトルに副題がつき、視点が明確になった。連載「坂本為之撮影講座」で指摘したフレームサイズについての項目は依然ないが、カメラ･ポジションやカメラ･アングルも取り上げられ、基礎的な知識が一段と増えたいっぽう、「映画のまとめとカット割の研究･淀川沿いのお寺を題材に」（⑮）など、具体的な題材をあつかっての例示も充実した。このように、「ビギナーのための８ミリ講座」は、基礎的な知識と実践的な技術とが混在する興味深い構成を示している。系統的な知識と、その場に即した具体的なテクニックをどう扱うか、という問いへの一つの回答がここに見られる。
表ⅣＡ-1坂本為之･連載「映画撮影テクニック」

	年月
	№
	  副題　/　内容

	1970年 
１月号
	①
	遊園地映画の撮影テクニック

	 ２月号
	②
	動きのない被写体の撮影テクニック

	 ３月号
	③
	映画における雰囲気の描写法

	 ４月号
	④
	ホームムービーの演出法

	 ５月号
	⑤
	効果的な音の演出　 現実音と音楽をどう使いわけるか

	 ６月号
	⑥
	適切な時間の表現法   出来るだけ短いフィルムで時間の経過を示すには

	 ７月号
	⑦
	旅行映画をどう構成する　 ファーストシーンからラストシーンまでの設定と展開


表ⅣＡ-2坂本為之･連載「ビギナーのための８ミリ講座」
	年月
	№
	 　副題　/　キーワード・キーフレーズ

	1970年
８月号
	①
	ピントのよい撮影･焦点距離と被写界深度に注意して　/　レンズの種類と被写界深度の違い：近づく人物を撮るとき：常焦点撮影での限界：ズーム撮影の実例：至近距離でのピント合わせ

	９月号
	②
	パンニング技法･パンニング撮影の使い方と問題点　/　パンの乱用･往復は避ける：パンの方向性：高さ･広がりを表現するパン：露出の問題：次のカットを考えてパンを止める

	10月号
	③
	秋の行事をどう写すか･雰囲気を盛上げるカメラワーク　/　意表をつく入り：行事直前の状況：音楽を伴うシーンの撮り方：カメラワークで変化を：止め写しは見苦しい：ラストの工夫


	11月号
	④
	適正露出を得るために

	12月号
	⑤
	画面の構図を考えて写そう･多角的な見方で生きた構図を　/　ｶﾒﾗ位置で被写体は変わる：不要な部分は写角でｶｯﾄする：対角線･Ｖ字など構図を考える：建物は斜めから立体感を出す：水平･垂直の傾き･人物との関係に注意：画面のﾊﾞﾗﾝｽ

	 1971年
 １月号
	⑥
	昼光撮影と夜間撮影の勘どころ･フィルムを使い分ける　/　野外撮影でのフィルムとフィルター：夜間撮影とフィルム･照明：窓際･縁側では補助ライトを：テレビ画面を撮るには

	 ２月号
	⑦
	カットのつなぎ方とその効果･神社の参詣をテーマに　/　目線でのカットつなぎ：インサートカットを使う：ポイントは必ず押さえる：場面転換いろいろ：時間経過を表す絵とつなぎ　

	 ３月号
	⑧
	カメラの構え方と三脚の使い方･ブレない絵を撮るには　/　カメラの構え方：地物を利用して：水平に注意：パンでの足の構え：三脚を選ぶ：水平･仰角･俯瞰パンでの三脚･･立て方の原則

	 ４月号
	⑨
	効果的なファーストシーンとラストシーン･映画の印象の決め手　/　ファーストシーン･･日の出/ロングショット/地図/空撮/パンニング/UP：ラストシーン･･遠ざかる人物･車/日没/長めのUP

	 ５月号
	⑩
	カメラ位置(ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ)と角度(ｱﾝｸﾞﾙ)による表現効果　/　アイレベル･ロー･ハイの各効果･背景の見え方：ロー･･動感･迫力：ハイ･･広がり･弱々しさ：感情の強調：物の比率が変わる

	 ６月号
	⑪
	カットの長さと画面の流れを考える　/　内容で変わる長さ･動きのあるものは長くても可：長さは編集を考慮：類似物は簡潔に：UPの積み重ね：時間の省略を考える

	 ７月号
	⑫
	撮影スピードとコマ写し･効果的な画面撮影のために　/　標準18ｺﾏ/秒：車内･車窓で手ぶれを防ぐ･24ｺﾏ/秒：ｽﾛｰﾓｰｼｮﾝ効果：ｽﾋﾟｰﾄﾞ感･露出不足に低速撮影：近づく遊覧船 ･･低速から高速へと変則撮影で強調：長時間の変化･ｺﾏ撮り

	 ８月号
	⑬
	ｽﾞｰﾑの効果とｱｯﾌﾟの撮影法･効果的なら何回もｽﾞｰﾑ　/　ｽﾞｰﾑﾚﾝｽﾞの焦点深度･ﾋﾟﾝﾄ合わせは慎重に：ZIでﾄﾘﾐﾝｸﾞ：ｽﾞｰﾑの効果･･雰囲気と主題の関係･部分の強調･UP/UPのあとZBで場面転換･移動撮影効果をｽﾞｰﾑで･前進の主観描写)

	 ９月号
	、⑭
	TTL･EEカメラの効果的な使用法　/　マニュアルで絞りを決めるために：露出がアンダーになるとき：露出がオーバーになるとき：絞りを制御/調節する法

	10月号
	⑮
	映画のまとめとカット割の研究･淀川沿いのお寺を題材に　/　まず環境から入る：カットを重ねて状況描写：インサートで場面転換：手洗い場から本堂へ：角度の変化で簡潔な画面を：強調すべき部分をどう描写するか：余韻のあるラストシーン

	11月号
	⑯
	フィルターの用途とその効果･場面に合わせてフィルターを選ぶ　/　NDﾌｨﾙﾀｰ･ﾌｪｰﾄﾞに･バックをぼかすとき：UVﾌｨﾙﾀｰ･遠景をくっきり：色温度変換ﾌｨﾙﾀｰ･曇天に：偏光ﾌｨﾙﾀｰ･青空を濃く･水面の反射光を消す：CUレンズで接写

	12月号
	⑰
	誰にでも出来る特殊テクニック･ちょっとした小道具を使って　/　ミラージュ･レンズの効果：トリック･レンズを使う：発煙筒･ドライアイスの効果：寒冷紗などでソフトに：ガラスにポマード


　
　連載「ビギナーのための８ミリ講座」に取り上げられた各項目は、大きく次の３種類に分けられる。
　
（Ａ）ショットの撮影に関するもの
（Ｂ）シーンや作品全体の構成に関するもの
（Ｃ）８ミリカメラの機構とフィルムなどに関するもの
　この３つに上の項目をあてはめて、系統的に配列したものを表ⅣＡ-3に示す。
　
　　表ⅣＡ-3 順序を組み替えた「ビギナーのための８ミリ講座」
	 Ａ） ショットの撮影に関するもの

	Ｂ） シーンや作品全体の構成
　                に関するもの
	Ｃ） ８ミリカメラの機構・フィルムなど
　　                に関するもの

	１．　①レンズの種類と特性
２．　⑧カメラの構え方と三脚
３．　⑩カメラの位置とアングル
４．　⑤構図を考える
５．　②パンの技法と意味

６．　⑬ズームの技法と意味 
	７．　③行事を撮るカメラ･ワーク

８．　⑦カットのつなぎ方
９．　⑪カットの長さと画面の流れ

10． ⑨ファーストシーンとラストシーン
11． ⑮作品の構成とカット割

	12． ④適正露出を得るために

13． ⑥昼光撮影と夜間撮影
14． ⑫撮影スピードを変える

15． ⑭TTL･EEカメラの使い方
16． ⑯さまざまなフィルター

17． ⑰小道具でできる特撮


　映像制作教育においては、カリキュラムの構成は、指導者の思想や経験則にもとづいておこなわれることが通常であろうが、このような書誌的調査による概念把握によっても、より客観的で合理性のある検討が可能となるものと思われる。　
ⅣＡ２．連載記事　坂本為之「８ｍmビギナー講座」（1972年-1973年）を中心に
　　「ビギナーのための８ミリ講座」が、1971年12月号に連載17回で終了した後、翌1972年からは、新連載として、同じく坂本為之による、おそらくねらいは同じと思われる新連載「８ｍmビギナー講座」が始まる。初回には、編集部による次のコメントがあり、満を持しての登場という感がある。「今月から装いも新たに“ビギナー講座”を連載します。これは坂本氏が豊富な経験をもとに、初心者を対象にして８ミリ全般にわたって解説していくもので、これから８ミリを始めようという方にとっては必読の講座といえるでしょう」。
　このシリーズは、先行シリーズと違ってグラビアではなく、ページも７～８ページになり、知的な情報の量も格段に増えた。用語解説欄や読者の知識レベルを確かめるテスト欄もできた。1970年１月号からの「映画の基礎テクニックシリーズ」が７回で中断したのに比べると、同年８月号からの「ビギナーのための８ミリ講座」は17回、1972年１月号からの「８ｍmビギナー講座」は１回休載しただけで２年間23回続いて最終回を迎えている。この数年前までは、目次を見る限りでは、どれが最終回かも判然としなかったことに比べると、編集方針においても、教育体系においても、格段の進化が見受けられる。それだけ執筆陣も経験を積み、写真などのストックも充実したものと思われる。
　坂本為之の連載「８mmビギナー講座」はそのような蓄積を集大成した力作といっていい。しかし、このカリキュラムを見ると、体系的に整った反面、最初にカメラの機構などの話が続き、実際に撮影する段階までに６ヶ月を要している点などは初心者に適切なこととも思えず、このあたりが単行本とは違う雑誌の難しさであろう。撮影を通してカメラの機構や、映画の基礎についても知識を得られるような内容にするなどの工夫も必要であったろう。この点では先の連載、「ビギナーのための８ミリ講座」が、ピントやパン、など実践を最初に持ってきているのと好対照で、グラビア、その他の点では前者の構成の方がより現実的にも感じられる。

表ⅣＡ-4 坂本為之・連載「８ｍmビギナー講座」
	年月
	№
	 副題　/　キーワード・キーフレーズ

	1972年 
 １月号
	1
	８ミリ映画とは何か　/　基礎知識(1)　８ミリ映画の基礎　/　写真との違い：間欠運動で原則18コマ/秒：撮影後修正は不可能：時間と空間の芸術･自主性と自由がアマの特権：カメラ･映写機･編集機：フィルムは反転現像：トーキーは３方式

	２月号
	2
	８ミリカメラとフィルムのすべて　/　基礎知識(2)　カメラとフィルム　/　カメラの種類と選択法：ズームカメラ：フェーダー･フェード･ＯＬ：各種フィルムの特徴

	３月号
	3
	カラーフィルムのすべて　/　基礎知識(3)　カラーフィルム　/　内式･外式現像法：カラーバランスと色温度：色温度変換フィルター：各種フィルターの特徴･用途：レンズフードのはたらき

	４月号
	4
	ピントの合せ方(撮影予備編)　 　/　撮影の準備(1)　ピントの合わせ方　/　レンズの写角と焦点深度：ズームレンズの焦点深度：ピント合わせの各方式：高速/低速撮影の効果：CUレンズの使い方

	５月号
	5
	露出の決め方と各機構の使用法　/　撮影の準備(2A)　露出　/　露出を決める条件･･順光/逆光･背景の明るさ：内蔵露出計での調節：複雑な光線のとき･環境描写中心のとき：補助光･NDなど　/　撮影の準備(2B)　カメラ機構　/　多い失敗･･ズームの乱用･ピンボケ：構図決めにズーム：レンズ絞り切り･シャッター開角度調節･フィルム巻き戻し各装置

	 ６月号
	6
	正しい映画表現とカメラの安定法　/　カメラワーク(1A)　構図　/　ショット毎にねらいをはっきり：不必要な部分は外す：安定した構図を：動きのある画面を選ぶ　　/　カメラワーク(1B)　カメラの構え方　/　できるだけ三脚を：手持ちに慣れる･構え方：地物を利用：三脚セットの注意：ぶれるときはコマを上げる

	７月号
	7
	パンニングはどんな効果が得られるか　/　カメラワーク(2)　パンニング　/　パノラマ撮影の早さ：あたまと終わりは止める：説明的なパン･･空間の広がりと美しさを示す･時間と季節感を表す：伏線的なパン：省略のパン：動から静へのパン：フォロー：振り込み：ねらいと方向を考える：流れや動きに逆らわない：次を考えて撮る

	８月号
	8
	ズーミング･テクニックの勘どころ　/　カメラワーク(3)　ズーミング　/　場所の説明に全景からのZI・三脚を使う：花で季節感を強調→ZB：構図･早さが大切：場面の省略：迫力を出す：人物と場所との関係を示す：動感をつける：次のカットを考えて撮る：背景のボケを利用して場面転換：ブランコズームは見苦しい

	９月号
	9
	移動撮影で画面に変化を与える　/　カメラワーク(4)　移動撮影　/　手軽な移動撮影を：列車･･流れる風景で動感を・三脚や高速撮影でブレ防止：バス･運転席の横が揺れない：マイカー･アイディアを生かして：ケーブルカー･空撮効果を狙う：飛行機･･フィルム切れに注意：豪華客船･ポイントを狙って：歩き･ファインダーを見ずにトラックショット、円形歩行でなど

	10月号
	10
	フェードテクニックとその応用　/　画面の転換(1)　フェードテクニック　/　芝居の幕や暗転と同じく区切り･時間経過に：スムーズなつなぎ：撮影で忘れたらフェード液で処理：時間経過の省略：FO/FIは間が大切：レンズの絞りで/フェーダーで/シャッター開角度で/ライダックスで/染料で：アイリスの利用･･主題の強調

	11月号
	11
	オーバーラップの効果的な技法　/　画面の転換(2)　オーバーラップ・ワイプ　/　OL=映画独特の画期的効果･忍術映画で活用：時間経過･同時刻･省略が自在に：つなぎがスムーズに：前後の構図を考える：ワイプ＝テンポの速い場面転換･追憶シーン･季節の変化：Ｗりで花火

	12月号
	12
	フレームイン･アウトの表現効果　/　画面の転換(3A)　フレームイン･アウト　/　フォローと違い背景が鮮明：多用は逆効果：活用法･バックを生かす･画面に区切り･時間経過･滑らかな移行：省略も考える

画面の転換(3B)　写角の変化　/　仰角･俯瞰、視点の変化による印象の飛躍：見下ろす･戯画化された美しさ：見上げる･･無限に拡がる幻想感：不安定な緊張

	1973年
１月号
	13
	特殊効果を出す撮影法のあれこれ　/　撮影法の工夫(1)　特殊効果　/　ピント送り･･３次元の拡がり：アウトフォーカス/ZBによるピンボケ･･主題の強調：紗/ポマードとガラスを使ったソフト描写：空を紗で暗くし疑似夜景：スモーク/ドライアイスで幻想的に：ミラージュレンズでも：稲妻･２重露出で時々白コマを１つ入れる

	２月号
	14
	映画だからできる“動きの魔術” 　/　撮影法の工夫(2)　動きの表現 　/　コマ抜き/逆回転撮影は乱用しない：地図上を伸びる白線を撮る：工程を縮める：スクリーン合成で１人２役：TV画面を撮る

	 ３月号
	15
	マスクワークの技法と表現効果　/　撮影法の工夫(3)　マスクワーク　/　画面に立体感･鍵穴から/双眼鏡で見た情景：黒紙で仕切り､巻き戻して分割撮影：１人２役もこれで：絵と実景を合成･継ぎ目を工夫：スクプロで風景＋人物を合成：黒幕を利用した２重撮影

	 ４月号
	16
	絶対に失敗しない撮影法とは　/　撮影法の工夫(4)　上達法　/　失敗の原因･･撮影技術→自信を/カメラ→修理を：安心できるカメラの条件〈略〉：自信のポイント･ピントの正確さ、慎重なパン、露出への自信：カメラを使いこなす：おかしいときの判別法

	 ５月号
	17
	アニメーションを作ってみよう　/　撮影法の工夫(5)　アニメーション　/　コマ撮り→コマ数の計算･動く尺数と時間で：人形･造花･茶碗を動かす：自由な動きができる影絵で：本格アニメ：照明に注意

	６月号
	18
	行詰まりを打破する題材の発掘法　/　企画と構成(1)　題材　/　明確なねらい→感銘：個性的な見方：ﾃｰﾏ発掘法･的確な視点の発見：企画→新聞記事をﾋﾝﾄに/文 献の裏付け/ｴﾋﾟｿｰﾄﾞの積み重ね/画面･内容の掘り下げ：新しい分野に挑む

	 ７月号
	
	＜休載＞

	 ８月号
	19
	映画を楽しくみせる組立て方　/　企画と構成(2)　構成　/　映画の構成･発端/展開/終結･まとめに注意：興味をひくために･撮影法･画面構成に変化を/ｲﾝｻｰﾄの活用：起承転結の構成法･話の要領で/起承転結を重ねて盛りあげる：序破急の構成法

	 ９月号
	20
	観客をひきこむ映画のまとめ方　/　企画と構成(3)　構成　/　話の一貫性･脇道にそれない/意味のないカットは×/意表をついた画面は締めくくりは大事/尻切れとんぼにしない：発端で時･所･人を紹介し状況設定する：人物を描く３要素･性格･境遇･運命の表現：1stシーンは大切･のんびり型･びっくり型で引き込む

	10月号
	21
	我が家を舞台に映画を作ろう　/　企画と構成(4)　題材　/　ホームムービーを作る：題材はいくらでも：子どもを巻き込む：例･「おやつ」、無声でも通じる構成を：省略･飛躍で話がふくらむ：モンタージュで演技をカバー：子どもの素顔を引き出す

	11月号
	22
	味のある結婚式映画の作り方　/　企画と構成(5)　結婚式　/　見せる工夫がないと不評･カット不足を２元中継風でカバーなど：手紙の文面を間にはさむ：余分なカットは捨てる：式の順を追うのでなく：動くもの中心にまとめる；入りは花嫁の笑顔で･･

	12月号最終回
	23
	誰でも手軽に写せる室内撮影　/　企画と構成(6)　照明：室内撮影　/　高感度ﾌｨﾙﾑで照明を省く：手軽に同録：ﾋﾟﾝﾄに注意：白色ﾗﾝﾌﾟで青を防ぐ：全景を撮れる場所の工夫：ｶﾒﾗの位置と動きに工夫を：登場人物の動きを整理する：人の出入りを考える


ⅣＡ３．「ビギナーのための８ミリ講座」と「８ｍmビギナー講座」の比較検討

　坂本為之の連載「ビギナーのための８ミリ講座」（1970年8月号～1971年12月号）と、同じく連載「８ｍmビギナー講座」　（1972年1月号～1973年12月号）を、表ⅣA-5に比較して示す。
　タイトルなどを書き替え、「Ａ・撮影、Ｂ・構成、Ｃ・機構」「基礎知識、撮影の準備、カメラワーク」などと分類したのは、比較上の便宜のためである。この表を見ると、現在のデジタル･ビデオ･カメラ／ノンリニア編集機の場合とは内容･配列のうえでかなり違うことが分かる。現在では編集の段階で行うＯＬやフェードなどの画面転換を、８ミリカメラでは撮影のときに実施する必要があるため、もともとは撮影実技として連続している内容を別のグループに括ったのはその例である。
表ⅣA-5　ビギナー連載講座の構成比較
	坂本為之・連載「ビギナーのための８ミリ講座」　

　　　　　　　　　　　　　　　　1970年8月号～1971年12月号
	坂本為之・連載「８ｍmビギナー講座」　

　　　　　　　　　　　　　　　　　1972年1月号～1973年12月号

	　＜事前の基礎知識＞

	
	
	1

2
3
	基礎知識
	(1)　８ミリ映画の基礎
(2)　カメラとフィルム
(3)　カラーフィルムのすべて

	＜撮影の準備＞

	1

4

16
	A 撮影
C 機構
C　 　 
	1. 　レンズの種類と特性
12.　適正露出を得るために
16.　さまざまなフィルター
	4

5
5
	撮影の準備
	(1)　レンズの種類と特性
(2A) 露出の決め方

(2B) ｶﾒﾗの機構に慣れる

	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜カメラワーク＞

	8
10

5

2

13
	A 撮影
A     
A     
A     
A     
	2.　カメラの構え方と三脚
3. カメラの位置とアングル
4. 構図を考える
5. パンの技法と意味
6. ズームの技法と意味
	6
12
6
7
8
9
10
	カメラワーク 
画面の転換 
カメラワーク
カメラワーク 
撮影法の工夫 
	(1B)　カメラの構え方
(3B) 写角の変化
(1A)　構図を考える
(2)　パンの種類と効果
(3)　ズーミング技法
(4)　移動撮影
(4)　失敗しない撮影法

	＜画面の転換＞

	
	
	10

11

12
	画面の転換
	(1)　フェード･テクニック
(2)　オーバーラップとワイプ
(3A)　フレームイン･アウト

	＜企画と構成＞

	7

11

9

3

15
	B　構成
B     
B    
B    
B    
	8. カットのつなぎ方
9. カットの長さと画面の流れ
10. ファーストシーン/ラストシーン
7. 行事を撮るカメラ･ワーク
11. 作品の構成とカット割
	18

19

20

21

22

23
	企画と構成 
	(1) まとめやすい題材発掘法
(2)　楽しくみせる構成
(3)　観客をひきこむ構成
(4)　我が家を舞台に映画を
(5)　味のある結婚式映画を
(6)　手軽に写せる室内撮影

	＜撮影法の工夫＞

	17

12

6

14
	C 機構

C　　  
C    
C   
	17.　小道具でできる特撮

14.　撮影スピードを変える
13.  昼光撮影と夜間撮影
15.  TTL･EEカメラの使い方
	13

14

15

17


	撮影法の工夫 
	(1) 特殊効果を出す撮り方

(2) 映画の“動きの魔術”
(3) マスクワークの技法
(5) アニメーションを作る



ⅣＡ4上級者向シリーズ

　第1回のシリーズタイトルは、「編集教室」だったが、２回目から「撮影教室」に変わった。「構図」から入って「クローズアップ」で終わるという順序には疑問があるが、上級者向けとしてはひととおりを扱った内容だろう。１回のテーマを絞り込み、見開き１ページに略図や作例の写真を盛り込んだコンパクトなレイアウトで読みやすい。しかし、この12回のなかにカメラワークがないなど、物足りない感じは否めず、このシリーズは1971年の１月号を休載した後、２月号から「続 撮影教室」として再発足している。
表ⅣA-6　佐瀬喜市郎・連載「撮影教室」
	年月
	№
	  副題　/　キーワードキーフレーズ

	1970年 
１月号
	①
	　映画における構図の基本形とは / 構図の原型とカメラの画面構成 / 構図の原理･･縦の２分割→静止･堅実、横の２分割→広さ･安定斜線→不安定･動感、黄金分割：人物･前景と背景･カメラポジションの高低による変化→俯瞰･水平･仰角：背景の線の処理 

	 ２月号
	②
	 抒情的な画面はいかに作るか / 抒情的な画面 / 抒情＝主観的：黒紗→潤んだ光と影：白紗→霧の効果：前後のボケ→画面に潤い：シルエット→余韻：構図や画調､素材の抒情性

	 ３月号
	③
	 効果的なライティングの応用 / ライティング / 基本＝主＋補助光線：ライト･･フロント/プレーン/サイド/逆光/レンブラント/フット/トップ：プレーンが主で立体感＋おさえ

	 ４月号
	④
	　立体感のある画面構成法 /　画面構成法：立体感/ 立体感→垂直＋水平＋斜線：ボケた背景：明暗のコントラスト･･ものの存在がよく表れる画面：逆光：色：ワイドレンズの活用

	 ５月号
	⑤
	 画面の動感はどう表現するか / 動感の表現 / 目的にあった動感：ブレを利用：フリッカーで：フォローでの前後のブレ：ガラスにポマードでのボケで)

	 ６月号
	⑥
	 ８ミリ向きの夜景の撮り方 / 夜景の撮り方 / 光量をあまり使わない夜景：背景で夜と分かる室内撮影：レンズ を絞り込む疑似夜景･その注意：薄暮に撮る場合

	 ７月号
	⑦
	 露出と発色で表現効果を強調 / 露出と発色による表現 / EEの価は明るさの平均ではない→マニュアル：露出も作品の狙い次第：背景を飛ばす？：逆光は順光よりＦ値を１絞り開けて

	 ８月号
	⑧
	 夏を表現する撮影のポイント / 夏を表現する撮影　/　夏･･強烈な直射での濃い影･どう処理するか：人物－背景を明るく･レフ使用：光のインサート：白で夏を表現･どこかに黒を

	 ９月号
	⑨
	　小道具を使った特殊テクニック / 撮影用小道具 / 接写レンズ破片でパンフォーカス効果：レンズ前の切り抜いた黒い紙でボケなめに：グラスワークで虹や雲：ミラーで多面映像

	10月号
	⑩
	 カラーに強くなる色彩学入門 / 色彩表現 / カラー化→色を創るへ：色の心理的効果･･寒暖･収縮膨張･沈静・興奮･軽重･ソフトかたさ：遠近感：対比の調和と類似の調和：忌避

	11月号
	⑪
	 理想的なカメラ操作の勘どころ / カメラ操作 / 操作を意識させないスムーズさが理想：パンの終わりの注意：ズ ームとパンの併用：ズームの移動効果：手持ちパンは腰の回転で

	12月号
	⑫
	 クローズアップにおける諸問題 / クローズアップ / ルーズなUP－頭を切らない･つめてもあごは残す：横顔のUP －横から照明･バックを単純に：泣き笑いで照明を変える


表ⅣＡ-7 佐瀬喜市郎・連載「続　撮影教室」
	年月
	№
	 副題 / キーワード・キーフレーズ

	1971年

２月号
	①
	画面における時間性について　/　時間表現　/　時間性は画調や小道具で：朝･光芒･レンズ前に斜めの白紗で：夕方･白紗を赤く：夜･夜更け･照明で：時計･最小限に

	３月号
	②
	ズーミングを使った撮影技法 / ズーミング　/ 過程無視の早いZU･注意を惹き関心を高める：ズーミング･パン･被写体の強調＋周囲の情景：ズーミング･フォロー･歯切れ

	４月号
	③
	春を表現する撮影テクニック / 春を表現する撮影　/ 反射する水のきらめきで：視角のリズム･レンズ前のガラスに丸いカラーゼラチンで：光を印象づける逆光で：ピンボケの波で

	６月号
	④
	カラーによる色彩表現の実際 / 色彩表現　/ カラー写真で作例提示：レンズ前ガラスにワセリン：カラーゼラチンでフィルター効果：前景ボケの効果：太陽を撮るとき)

	７月号
	⑤
	広角レンズによる撮影効果 / 広角レンズ / 広角レンズ=遠近感誇張＋全体性を表現：誇張性･リアリティに欠ける：急速に接近の感じ：ダイナミックな構図


　「続　撮影教室」が前シリーズ「撮影教室」での不足したことを補おうとしたことは理解できる。この追加の５回で、執筆者が前回のシリーズでは何が不足だと考えていたか、少なくとも一部ははっきりした。①②⑤などがそれだろう。しかし、広角レンズが最後というのは、前回の最後と同じく、唐突に思われる。このシリーズがこれでまた途切れるのは、なんらのの不測の事態によるのか、シリーズ性をそれほど意識していなかったのかもしれない。 
　これとほぼ同時期に、小林正彦による「新連載　テクニックシリーズ」が始まる（３回目からは「表現テクニックシリーズ」と改題）。

表ⅣＡ-8　小林正彦・連載「表現テクニックシリーズ」
	年月
	　回数・副題
	年月
	　回数・副題

	1971年 １月号
	(1) 「動き」の発見と描写のテクニック
	1971年７月号
	(7) “動きの変化”とその応用技法

	２月号
	(2) “動きの意味”とその描写法
	８月号
	(8) 夏向きのクールな画面づくり

	３月号
	(3) “動きの強調”とその描写法
	９月号
	(9) 動きのコンテと表現技法

	４月号
	(4) “春の動き”とその描写法
	10月号
	(10) 平凡な素材を生かす表現技法

	５月号
	(5) “動きの処理”とその描写法
	11月号
	(11) ヒネリがもたらす画面の変化

	６月号
	(6) “動きの表現”とその描写法
	12月号
	(最終回)動きの描写と画面づくり


　この「表現テクニックシリーズ」は「撮影教室」よりも計画的に考えられているように思われ、小林の考える表現テクニックとはどのようなものかが理解される。
　これと一部平行する形で1971年の５月号から、映画評論家佐藤忠男による、「映像表現のセオリー」が開始されている。
表ⅣＡ-9　佐藤忠男・連載「映像表現のセオリー」
	年月
	　回数・副題
	年月
	　回数・副題

	1971年 ５月号
	(1) 会話のシーンを撮る時には
	 1972年８月号
	(16) そこにやさしく花が咲いていた

	     ６月号
	(2) アップとまなざしの効果
	     ９月号
	(17) まなざしにこもる情感を表現する

	     ７月号
	(3) 短いショット割りの効果
	    10月号
	(18) 背景で雰囲気を作る工夫あれこれ

	     ８月号
	(4) フォロー･ショットの効果
	    11月号
	(19) 光と影で強調する表現の手法

	     ９月号
	(5) 定石をはずした対話の撮り方
	    12月号
	(20) 雲 － 仰角と俯瞰の意味するところ

	    10月号
	(6) 演劇理論の導入とその成果
	1973年 １月号
	(21) 世界を転換する闇の中の一瞬の光

	    11月号
	(7) パンニングで何が表現できるか
	     ２月号
	(22) 時間と空間を超越するOLの性質

	    12月号
	(8) 回想場面の表現とその効果
	     ３月号
	(23) 鏡を使って印象的なシーンを作る

	1972年 1月号
	(9) 俯瞰撮影がかもす東洋的な情感
	     ４月号
	(24) 心の傾きを表現する斜めの構図

	     ２月号
	(10) 作品「恋」にみる新手の回想形式
	     ５月号
	(25) もういちど 斜めの構図考

	     ３月号
	(11) 左右対称の様式のなかで
	     ６月号
	(26) 演技者と観客の同時体験を演出する

	     ４月号
	(12) カメラワーク以前のこと
	     ７月号
	(27) ワンカットに秘められた大きな意味

	     ５月号
	(13) カメラの“寄り”が意味すること
	     ８月号
	(28) 皮肉な意味を込めたショットつなぎ

	     ６月号
	(14) 広角望遠で切り取る世界
	     ９月号
	(29) 繰り返しでみせる表現の面白さ

	     ７月号
	(15) ロングとアップの特性を生かした描写
	    10月号
	(30) 未熟な演技を救うショットつなぎ


　副題をたどるだけでも、映像を見てその意味を文章で表現する職業評論家の仕事と思わせる。他のシリーズに比較しても、全体のバランスがとれていること、映像表現の技法と感覚とへの強い傾斜が見られることなどにそれを感じる。このシリーズは、最初から30回でまとめるという明確な構想のもとに構成されたのではないかと思わせるものである。
ⅣＢ．1970年の特集記事　
  この時期の特集記事の全体的傾向を知るため、1970年の各号の特集記事全部を採録する。なお、執筆者欄の「編集部／小型映画編集部」はボールドにした。
　この時期の特徴として、２つのことが指摘できるように思われる。第1に技術革新の進展が小型映画にも押し寄せ、それに対応した特集記事が多くなったことで、大阪万博やフォトキナ70といったイベント取材も増えたいっぽう、撮影･編集に関連した特集が減じたように見えること。第2に、それと関連しているのか、編集部の特集記事への参加が目をひくことである。目次に「編集部著」として明記されるのは、1968年５月号の特集「カラータイトル４つのバリエーション」、同６月号特集「SSスーパーシングル８戦線を予測する」などからである。編集部が黒子に徹するという従来の方針を転換したのか、なんらかの改組などがあったのかなどはわからない。

表ⅣＢ-1　1970年の特集記事
	年月
	  特集名(第１特集は①、第２特集は②と表す)
	 執筆者

	1970年
１月号
	①ﾄｰｷｰ戦線異常ありﾊﾟﾙｽかｽﾄﾛﾎﾞか新しいﾃｰﾌﾟﾄｰｷｰ･ﾊﾟﾙｽｼﾝｸﾛが投じた波紋
②ニューイヤーはつ笑い８ミリ　お正月をいかに新鮮な感覚で捉え　どうまとめるか
③新春座談会　70年も大いに８ミリを楽しもうメカマニアが語る「新しい映像･将来の８ミリ」 トーキー化をどう進めていくか
	編集部
西沢幹夫･川井巌･川瀬武士･足立正夫･三村喜作
青木寿一郎･飯倉重常ほか

	２月号
	①エルモ式パルストーキー録音法
②ﾍﾞﾃﾗﾝが語る　映像に関わる音の効果　(1)いかに映画にｴﾌｪｸﾄをつけるか　(2)豊かなｲﾒｰｼﾞを作る音の効果的な使い方(3)音楽は単に映像の説明ではない･
③これは便利 アフターサービスの経済学
	青木寿一郎･師岡宏次
大城義雄･高林陽一･末武保政･川井巌ほか
師岡宏次･川井巌

	３月号
	①ｱｸｼｮﾝﾀｲﾄﾙﾊﾞﾗｴﾃｨ　コマ撮り以外の撮影ﾃｸﾆｯｸで作るｱｸｼｮﾝﾀｲﾄﾙ製作法
②KE診断室　照明ランプの明るさをテストする
	長谷川徳男･川畑健次ほか

編集部

	４月号
	①日本カメラショウ速報
②８ミリスパルタ教育　速成ハードトレーニング法 (1)成功率100%撮影術　(2)８ミリ技法の勘どころ　(3)タイトル技法ABC  (4) 早まとめ編集の術
③記録映画 その魅力と面白さ　(1)人間の記録を撮る狙いとポイント　(2)旅の映画をまとめる勘どころ　(3)躍動美と記録性を強調したスポーツ映画の撮り方  ････
	編集部
川井巌･坂本為之･三村喜作･師岡宏次
濱田英夫･寒川真三子･三輪正　ほか

	５月号
	①EXPO'70　これは便利だひと目でわかるｶﾗｰﾏｯﾌﾟ付　万博8mm撮影ｵｰﾙｶﾞｲﾄﾞ
②'70カメラショウ　 話題のカメラ･映写機の全貌を探る
	飯倉重常･田中ﾖｼﾊﾙ･編集部
師岡宏次

	６月号
	①これが万博映像のすべてだ　華やかに繰り広げる未来映像60のバリエーション
②こんなときどうする　読者ｱﾝｹｰﾄに答える＝特集Q&A(1)ｶﾒﾗ操作･撮影ﾃｸﾆｯｸ
	宇野真佐男･田中ヨシハルほか
坂本為之･三村喜作

	７月号
	①広範な可能性を拓くカセットテレコによる新しい８ミリトーキー
②こんなときどうする読者ｱﾝｹｰﾄに答える＝特集Q&A(2)ｶﾒﾗﾒｶﾆｽﾞﾑと撮影ﾃｸﾆｯｸ篇
	青木寿一郎･木村哲人･編集部
三村喜作･坂本為之

	８月号
	①８ミリマニアの携帯装備 全天候撮影を可能にする新兵器50選
②KE診断室　８ミリテストコーナー (1)電池テスト　(2)高級セメントスプライサー
③読者アンケートに答えるＱ＆Ａ(3) こんなときどうする　映写機･アクセサリー編
	編集部･師岡宏次
木村哲人･編集部
三村喜作

	９月号
	①８ミリマニアの技術と行動を斬る アンケートで探る８ミリ白書
②童謡で作る楽しいホームムービー
③読者ｱﾝｹｰﾄ答えるＱ＆Ａ(4) こんなときどうするﾀｲﾄﾙ･ｱﾆﾒｰｼｮﾝ･特殊撮影技法
	編集部
青木寿一郎･伊藤紫英ほか

三村喜作･田中ヨシハル

	10月号
	①小さな世界の大きな記録　 ・写真で綴る誕生から幼稚園まで ・格調ある記録映画はどう構成するか
②良い録音･良いリレコ･良い再生　 ８ミリトーキーの第一歩は音の素材を縦横に料理するテクニックから
③撮影テクニックに適したカメラの選択法 超望遠撮影に適したカメラは　OLの可能なカメラは何か　理想的なフェードの３方式　
	松崎国俊･高木康充･
浅野重司･編集部
木村哲人･編集部
師岡宏次

	11月号
	①８ミリ個人教授　実践撮影技法あの手この手 (現地ルポ)

②70フォトキナ速報緊急増頁断行！ 遂に出た20倍ジャンボズーム　同時録音できる10倍ズーム　二重撮影を可能にしたスーパ ー８カメラ　････
③カラー作例付き実験レポート
④読者アンケートに答えるＱ＆Ａ(最終回) こんなときどうする　FTSトーキー･マグネトーキー編
	荻野茂二･編集部
－
足立正夫ほか
三村喜作･青木寿一郎

	12月号
	①フォトキナ70　カメラ編  勢揃いした新鋭機
②正月休みを利用した８ミリ海外撮影ガイド ベスト５　８ミリマニアに人気のあるコースとねらいどころのポイントを紹介 (1)人気ナンバーワン　香港･台湾をどう狙う  (2)古代文化と近代の華がおりなす欧州の旅  (3)南海の楽園ハワイに展開の情熱のムード  (4)ダイナミックなアメリカの風景を撮る  (5)足で撮るメキシコの８ミリ的被写体
	松田二三男･藤山八郎ほか

青木寿一郎･木津和夫･斉藤俊三･末次学･細谷東光


　
5.5　第Ⅴ期.1975年前後（1974年-1976年）
ⅤＡ．1974年以降の連載記事
  1974年１月号目次における連載記事として、以下のようなものがある。
・特集　８ｍｍ映画監督入門(10)   山岸達児
・監督入門講座(４)  あなたも監督になれる　 児島範昭･増淵健･山岸達児
・実践８ミリレクチュア　手軽にできるトリック撮影　 小林正彦
・映像表現のセオリー　見た目のカットの心理効果　  佐藤忠男
・８ミリビギナー講座　編集の決め手はカットの長さ   坂本為之
  このうち、佐藤忠男の「映像表現のセオリー」は、「映像クリエイターのための名作(50)選」に変わり、坂本為之の「８ミリビギナー講座」は、次号から「坂本為之なんでも相談　８ミリのコツと勘どころ」へと衣替えする。撮影･編集の分野では「実践８ミリレクチュア」を除き、撮影・編集に関する連載が見あたらなくなる。連続したシリーズよりも一回集中型の特集の方に力点が移ったようにも見受けられる。

初心者向けシリーズ
  撮影についての初心者向けシリーズとして下記がある。1975年前後の第Ⅴ期に、「８ｍmビギナー教室」が、やはりベテランの三村喜作の担当で始まった。
表ⅤＡ-1三村喜作・連載「８ｍｍビギナー教室」
	年月
	№
	　副題

	1974年９月号
	①
	夏の被写体を上手に写すには

	    10月号
	②
	上手な８ミリ映画を作るには

	    12月号
	③
	撮影は画面つなぎを考えて

	1975年１月号
	④
	撮影時のべからずポイント５

	２月号
	⑤
	誰にでも出来るフィルム編集


　このシリーズは、第１回の前書きによれば、「撮影に関するよろず相談の中から、一つのテーマをとりあげ分かりやすく解説したビギナーのための８ミリ教室で（中略）知っておきたい撮影の知識、映画作りの勘どころを中心に８ミリ上達のコツを解説」というように見開き１ページの実践的な講座で、全5回と短期で、必ずしも系統的な構成とも言いにくい。しかしながら、このなかで、フレーム･サイズについて触れている部分については特筆しておくべきと思われる。三村は、12月号で次のように指摘している。
 「どんな種類の映画を撮る時でもワンショット撮るたびに、その画面が前後とどうつながっていくかを考えて撮らないと、編集の段階までいってからでは手おくれになってしまいます。（中略）どういう注意をしたら、映画としてのつながりがスムーズになるか、例をあげて説明してみましょう。
　　被写体の画面のサイズを変えて場所や環境も明示する
　七五三の風景を撮る場合。まずレンズを広角にして神社の賑わいを狙う。つぎに15ミリくらいの中焦点距離にして、拝殿と、参詣する母子の姿とを画面いっぱいに狙い、その次は最望遠にするか、もっと近寄って、子供の顔がよくわかる近景で撮っておく。画面の変化としては、ロング、ミディアム、クローズショットに分かれるわけで、この順に見ると、ロングでは神社という場所がわかり、ミディアムでは、その画面の中の晴着に装った母子が抜きだされてよくわかり、クローズショットでは、子供が強調される。もし、子供の顔だけをワンショットにしたのでは、七五三ということがわからないわけで･･」
　ここに書かれているきわめて基本的で重要なノウハウであるが、撮影についてのビギナー向けシリーズのなかで、これ以前の連載記事のなかでは、あまり強調されてこなかったものと思われる。（　「8リカメラと８ミリ映画」の第７回「カットの長さはどの位が適当か」(1960年１月号)では今枝柳蛙が若干触れており、東方明毅「８ミリ･映画のセオリー」第１回(1960年９月号)に、「画面サイズとカメラポジション」などの項がある。）

　特集記事としては、「ビギナー教室」の少し前、1974年２月号に「入門８mm百科　これが８ミリだ」という特集がある。これは、三村喜作が監修し、編集部がまとめたものであり、ここでは「カメラがいくら立派になっても作るのは人間の腕と頭、まずもっとも基本的な撮影のＡＢＣを」、ということで書かれている。（送りがななどの表記を一部修正した。）
    ８ミリ撮影の基本８ヶ条
    ①カメラをふりまわしてはいけない。
    ②ファインダーで慎重に構図しよう。
    ③シャッターを押したら５秒間押しつづけること。
    ④たえずピンボケをつくらないよう一回ごとにピント合わせをする。
    ⑤手ブレ、カメラブレが出ないようにしっかり構える。　　
⑥電池にはつねに気をつけること。
⑦フィルム（マガジン）を確実にカメラに入れること。
    ⑧フィルム一巻の終わりを知ること。
　

　それぞれの項目について数ヶ条ずつ表記されており、「②ファインダー」の最後に、「⑤画面サイズをいろいろ変えてみる」とある。この後の記事には「映画の本質を考える」がある。
　　　映画とカットの関係の４ヶ条
    ①映画を細分化したときの最小単位がカット。言葉でいえば単語に当たる。
    ②カットをいくつかつないだ一つながりのイメージ*をシーンという。一章節の文章といったところ。
　　　　　（*注：この［イメージ］は、現在なら［映像］と書くだろう。）
    ③シーンが集まってシークェンスになる。一段落のお話というところ。場面といえるかも知れない。
　　　④映画は１カット１カット積み上げてつくられる。つまり、映画はカットに分けて撮てゆくものである。カットで撮るというこ　　　　とは、被写体なり、事件なり、状態を、カットに分けて撮り集めるのである。映画は小さな1カット、１カットで語っている　　　　　のである。

　　
　この後の映画の４ヶ条（①時間と空間の飛躍ができる　②「枠」がある　③モンタージュできる　④音を使うことができる）、に続き、次の記事がある。
　　　画面サイズに関する４ヶ条
    ①画面サイズは撮影距離とレンズの焦点距離で変えられる。
    ②もっとも一般的なのは、アップ、ミディアム、ロング。部分、中景、全景。近景、中景、遠景でもよい。とにかく三段階　　　　　に分けて撮り分けること。
    ③人物ならアップ、バスト、フルショット、つまり頭、胸像、全身というわけ。このほか人物ならクローズアップといって、　　　　　顔のアップもある。
    ④全景をどのくらいの範囲に決めるか。それは話すものの内容によって変わる。今写そうと考えている一連のシーンは　　　　ある密室の中だけで行われることなら、全景はその部屋全体になる。ところがグランドで紅白対抗の玉入れが行われ　　　　るシーンを撮るとすれば、紅組と白組の応援団もふくんだ全体を見通せるところからのグランド全体が全景となる。全　　　　体をふくんだ画、設立画像の決定はとくに重要なこと。
　　このように明快に掲げられているのに対して、「ビギナーのための講座」「ビギナー講座」では触れられていない点は疑問に感じるところである。坂本為之は、1974年12月号の「坂本為之なんでも相談」にこう書いている。
　
　「映画の展開を工夫してみよう　古くからある最も一般的な映画形式の一つとして、全体から一部分に、順を追ってカメラの目を集中させていく方法がある。例をあげると、まず始めに、ある町の大ロングショットでその町の雰囲気や情景を見せておき、次に町の大通りの賑わいからある一つの建物に、そしてその建物の近写、内部････といった具合である。こうした映画構成は、分かりやすさの点からいえば申し分ないので、ビギナーの間ではよく使われているようだ。しかし本題にはいるまでの導入部が長くなりすぎるため、映画のテンポがくずれ、ややもするとダレてしまうのが欠点といえる。もちろんこの映画構成を習得することは、映画製作の第一段階として、ぜひ必要なのだが、何よりも問題なのは、ビギナーの中には、これ以外には方法がないと思い込んでいる人が案外多いことだ。どの場面でも、全景、近写、アップという形式の連続では、あまりにも芸がなさすぎるし、見ていてもすぐに飽きてしまう。（後略）」
　
　この記述からすれば、この「３段階撮影」が映画製作の第一段階では必要だと考えていることは明白であるが、これをあえて載せなかった理由は、撮影がパターン化し、マンネリになることを避ける目的であったのかどうかが判然としない。マンネリをおそれるだけで、このように基本的な事項を省略することは妥当とは思われない。先の記述において、
　
 　「･･･ほんの少し写し方を工夫するだけで、ずっと違った感じの映画になる。例えば、遊園地や動物園を写すとき、入口の全景、その看板、改札口という進め方をやめ、ＯＬ（オーバーラップ）を活用して、てきぱきした映画の進行をはかるとか、人物が歩いていくのをフォロー（カメラで追う）してゆくと入口が見えてくる、というようにすれば、ずっと感じが変わってくる。」
　
　とあることも、これに異論を唱えるものではないが、全景、近写、アップの各ショットがなぜ必要なのか、それはどのようなショットと置き換えることができるか、を各自が自分で考えるようにしないと、別のパターンが生まれて別のマンネリが生じるだけのことであるから、その意味でも、この項目は撮影最初期の段階において掲げられておくべきであったろうと考えられる。

  一方、「入門８mm百科」の『画面サイズに関する４ヶ条』の最後に［設立画像］という記述があることに注目しておきたい。これは、「エスタブリッシング･ショット（ESTABLISHING SHOT）」の訳語と考えられる。エスタブリッシング･ショットという用語は、重要な概念を担う語であるが、［設立画像］などという訳語は、あまり知られておらず、カタカナ語で使用されることが多い。「設立」が据わりが悪いようであれば、［設定］とか［確定］、［確立］、［定立］などの訳語が検討されてもよいと思われる。（ただし、「エスタブリッシング･ショット」あるいは［設立画像］という語は、本誌においては、ほかにほとんど使われておらず、アマチュア映画界にも普及してこなかった事情からすれば、訳語を議論する必要に迫られることはなかったのかもしれない。） 
　

　「８ｍmビギナー教室」が５回で終了した後、半年後にその応用編ともいうべき「サウンドビギナー講座　実践８ミリこと始め」が登場する。執筆者は東京放送編成局の方なので、８ミリと16ミリの違いを大きく考えていなかったのかも知れないが、「サウンドビギナー」としつつも、２回目には照明が出てくるなど、体系的にとらえがたい。
表ⅤＡ-2　比留間享一・連載「ビギナー講座　実戦８ミリこと始め」
	　年月
	№
	  副題

	1975年6月号
	①
	8ミリの同録にはどんな楽しみ方・新しい世界があるのだろうか

	      7月号
	②
	ライティングの完成

	    8月号
	③
	サウンドかサイレントか

	    9月号
	④
	サウンドカメラをどう生かす


  「ビギナー」とついたこの時期の記事としては、他に1974年１月の坂本為之「８mmビギナー講座」の「編集おさらい篇」がある。これは「８ミリ映画の写し方、まとめ方についての説明が一応終わったので、（中略）そのまとめとして、８ミリの編集について説明」するもので、編集について手際よくまとめられている。
　「実戦８ミリこと始め」に続いて登場した「８ミリレッスン登川教室」は力作といえよう。この「登川教室」は、「８ミリ表現の基本をマスターしてもらうための、それも初級からはじめる講座を開いてほしい」という編集部の注文で始まったもので、各回とも３～４のキャッチ･フレーズを取り上げている。登川は映画評論家であり、日本大学芸術学部映画学科教授でもあって、理論的な整合性のある構成を示すシリーズとなっている。おかだえみこのイラストが添えられ、目次では「絵で見る８ミリレッスン」と謳っている。
　この連載は充実したものであり、1978年10月まで35回連続した。（表ⅤＡ－３は、うち１４回までを抜粋）。イラストと本文との役割分担も適切で、説得力のある解説記事となっている。
表ⅤＡ-3　登川直樹・連載「８ミリレッスン登川教室」
	年月
	№
	　章/副題

	1975年11月号
	①
	1) はじめに　2 )画の最低条件は　3) ﾊﾟンすベからず

	     12月号
	②
	4) カメラに慣れる 5) なにを撮るべきか　　6) 目標をきめる

	1976年 １月号
	③
	7) 三脚を愛すべし　8) 手持ちで撮るなら　9) 前からねらえ 10) タイトな構図　ルーズな構図

	      ２月号
	④
	11) まず身近な素材から 12) 絵になる情景を選んで　13)　撮る前にｲﾒｰｼﾞを練る　14）　「ﾔﾗｾ」はどこまで許せるか

	     ３月号
	⑤
	15) ｻｲｽﾞの基本はﾌﾙｼｮｯﾄ　16)ｶﾒﾗｱﾝｸﾞﾙは状況がきめる　17)タテ構図の原理  18) ﾊﾟﾝﾌｫｰｶｽより遠近感

	     ４月号
	⑥
	19）ロング･ショット　その二つの役割とは　20）　クロース･ショット　その種類と使い分け
21) カメラ･ポジションとカメラ･アングル　22) 目線に注意！方向を合わせてカットをつなぐ

	 　　　５月号
	⑦
	23) プロカメラマンの資格は－光を読むこと　24) 題材豊富な室内を－ライトをあてて撮る
25) 基本形はクロス･ライト　それに補助光線を　26) 色と質感を引きたたせて－光の画家になろう

	 　　　６月号
	⑧
	27) まずフラッド･ライトをあてる　　28) まるで違う　昼照明と夜照明
29) スポット･ライトは雰囲気の決め手　30) 自然のレフを　うまく使う

	 　　　７月号
	⑨
	31) 他人によろこんで見てもらえる映画を　32) マッチ･カットとカット･アウェイ　33) 不必要なものは　描かない！　
34) 何をねらうのか？　何を描くのか？

	     ８月号
	⑩
	35) 撮影は材料集め　なるべくたっぷり　36) サイズを変えて撮り　別の角度からも撮る
37) 描写の秘訣は　雰囲気と状況を撮ること　38) パンとズームは　どう使うべきか

	     ９月号
	⑪
	39) インサート･カットとは･･　40) 「説明」するより「描写」しよう
41) 充実した画面と　明快な意図を･･･　42) 内容の豊富な　画面とは

	    10月号
	⑫
	43) 限られた矩形枠で　被写体をどう切る　44) 絵画の奥行き描写で　立体構図を学ぼう
45) 構図を変化させて　映画を面白く　46) 縦構図を効果的に使った　豊かな表現

	    11月号
	⑬
	47) 広重の斜構図に見る絵画的なデフォルメ　48) カメラポジションは　面白く撮れる方向を　
49) 水平にみるのが　アングルの基本　50) 基本を破るには　明確な意図が必要

	    12月号
	⑭
	51) ８ミリ映画の視角の　違いを自分の感覚に　52) 映像特有の奥行き感が　映画の味をつくる　
53) 作者の狙いを適確に表現する画面の構成


上級者向け連載記事
  ビギナーに比べ、上級者向けの方が内容にも変化があって構成がしやすいという側面があるように見受けられ、いくつかのまとまったシリーズが見られる。小林正彦は、1969年6月号から同12月号まで「プロ映画手法あれこれ」、1970年1月号から同6月号まで「ＴＶ撮影教室（講座）」、同7月号から同12月号まで「特撮シリーズ」、1971年１月号から12月号まで「表現テクニックシリーズ」と、毎号に連載を重ねてきたが、さらに1972年１月号から1975年7月号まで「実戦8ミリレクチュア」という長期の連載をおこなった。筆者による写真･構成のグラビア見開き３ページのこのシリーズは、写真にカメラポジションと画角を白抜きで入れるなど工夫されている点が興味深い。この連載は1972年１月から始まり、1974年１月「手軽にできるトリック撮影」の本文では第24回と記されている。以後は回数が入っていないが、通算すると31回という長期シリーズだった。
表ⅤＡ-4 小林正彦・連載「実戦８ミリレクチュア」
	年月
	 副題
	年月
	 副題

	1974年１月号
	 手軽にできるトリック撮影
	1974年11月号
	 ズーミングを生かした画面構成

	     ２月号
	 ﾓｰｼｮﾝﾋﾟｸﾁｭｱ　楽しい画面づくり
	12月号
	  ＜休載＞

	     ３月号
	 ﾓｰｼｮﾝﾋﾟｸﾁｭｱ　動きの変化をどうつける
	1975年１月号
	 カメラワークを総合的に生かす

	   　 ４月号
	 カメラポジションをどう決める
	２月号
	 ファミリースキーを記録しよう

	     ５月号
	 人物をどう狙う　人物処理と画面効果
	３月号
	 雪国の静かなたたずまいを描く

	     ６月号
	 カメラアングルをどう決める
	４月号
	 水辺の女性を情緒的に描くには

	   　 ７月号
	 夏祭り映画　雰囲気を出す五つのポイント
	５月号
	 楽しみを増す同録のシーン作り

	     ８月号
	 イントロシーンを上手に描くには
	６月号
	 遊園地を楽しく描く

	     ９月号
	 詩的映像の上手なまとめ方は
	７月号
	  ［最終回］オープンヌードへのアプローチ

	    10月号
	 秋の運動会　子どもの躍動感はどう狙う
	
	

	


　このシリーズが終わったあと、小林はさらに、1975年８月号から、新連載「画で見る８ミリ映画文法」を手がけているが、1975年11月号の第４回で終了した。小林は1969年6月号から1975年11月号まで、6年におよぶ連載を担当していたことになる。
　翌1976年４月からは、ベテランの川井巌による「８ミリ原点シリーズ」が登場する。目次にも「新連載」と記されており、編集担当者の期待の大きさが感じられる。シリーズの最初に、編集部がつけた前書きがある。「８ミリが思うように撮れない、自信がなくなった。もう一度基礎からやり直してみたい（中略）と悩んでいる方のために、今月から“８ミリ原点シリーズ”が誕生しました。８ミリ界で不朽の名作「菜がら火」を作りあげた川井氏が、映画の定石、ポイント、勘どころ、などを分かりやすく解説。ご期待下さい。」
表ⅤＡ-6 川井巌･連載「８ミリ原点シリーズ」
	年月
	№
	  副題 / キーワード・キーフレーズ

	1976年
４月号
	①
	上達の早道は構図の定石を知ること　/　構図：構図の定石/映像の原点は構図：風景に画面分割の定石･等分割を避ける：ﾀﾃ＋ﾖｺ→L型･逆Ｌ型､三角型･逆三角型､対角線法､透視図法式､S字型･逆S字型などをｱﾚﾝｼﾞ：人物･配置と画面ｻｲｽﾞ

	５月号
	②
	三段式で構成する撮影法　/　構成法：三段式構成法　/　ｶﾒﾗ位置とｻｲｽﾞ･古池や蛙とびこむ水の音に見る３段式構成 ：遠景=場所･中景=状況･近景=被写体を詳細に：寄り･引きで変化とﾘｽﾞﾑ感を：尺数･･理解度の最小時間で：ｱﾝｸﾞﾙの効果

	６月号
	③
	パンとズームの基本テクニック　/　パン・ズーム　/　パンは左からが自然：次のショットで決まる：マッチカットとカットアウェイ：ティルト技法：斜めパン技法：Ｚ字形パンの構図：三段式･･時間省略可：ズームの早さと効果：ズームパンの効果

	７月号
	④
	流動感と時間の経過を演出する　/　流動感・時間表現　/　フォローで背景に情感：トラッキングで流動感：ドリーでバックとの遠近感：フェード･･現在→無限に：ＯＬ･･素早い場面転換･時間省略ほか：ﾏｽｷﾝｸﾞ･ﾌｫｰｶｼﾝｸﾞの効果･STOP MOTION

	８月号
	⑤
	サウンドカメラで作品を創ろう　/　サウンドカメラ　/　同録のため被写体の近くで撮る：遠いときはサブ録音で後処理：スピーカーから録音：屋外の催しには高倍率ズーム＋サブ録音

	９月号
	⑥
	スタイルで違う映画撮影の基本　/　作品のスタイル　/　HM･気取らずに：ドキュメンタリー･説得力が大事、主観的記録映画：モンタージュ効果で見せる感覚的抽象映画

	10月号
	⑦
	撮ったフィルムを作品にする編集　/　編集　/　ラッシュ→テーマ発見：スタイルを探す：構成を組み替える：シーンの編集･･カットつなぎの定石：時間の省略→ストーリーの飛躍･･類似転換法：３段式画面変化の重要性

	11月号
	⑧
	 ＜休載＞

	12月号最終回
	⑨
	観客を作品にひきこむ構成法　/　構成法：観客をひきこむ構成法・串団子型構成法 / 起承転結･各部分の役割：起伏のある串団子型構成：こけし型よりグラマー美人：素材の珍しさ＋テーマ＋斬新なスタイル→納得


　この連載は、経験者が原点（初心）に立ち戻って撮影・編集の基礎を押さえるためのもので、その意味では、照明などについても触れる必要があったと思われるが、全体的な構成は当を得たものであろう。「原点」と名づけられたこの８回は、もう一度初心に返りたい経験者に向けて、撮影と編集の基礎知識を押さえたものだと思われる。とくに、「構図＝１枚の画」から入って、「３段式＝画面の組み合わせ」へと進み、カメラワークへ、そしてショットとつなぎの与える感覚の話、作品全体の構成へ、という流れは非常にスムーズで説得力がある。従前の記事においては、８ミリの機構の持つ問題点の克服が当面の大きな課題だったために、また次々に登場する新製品への対応に追われていたかのような側面も否めなかった。本連載は、そのような点を整理し、［映像を撮りつなぐ／つなぐことを意識して撮る］方法を、明快な形で取り出すことに成功している。全体としても、たいへん体系的な内容･配列であると思われ、本誌の記事水準として成熟段階にあるものとして評価できる。
　同じ川井巌が解説している「実践８ミリ撮影ガイド　“撮影”基礎編」(1980年９月号）では、別のかたちで撮影の要点がまとめられている。本誌の特集には、さまざまな分野の基礎知識をカード化しているものがあり、これはその“撮影”基礎編であるが、８ミリ上達のための基礎知識として、どのような項目をカード化しているかに着目すると、翌月の応用編と合わせて、ビギナーと上級とのレベルをどのように捉えているかも明らかになる。これは撮影編なので、先述の「８ミリ原点シリーズ」のように編集を意識した部分は含まれていないが、基礎編の最初には「カメラの構え方」などの事前準備的な項目があることがわかる。これを基礎と応用との区別の基準であるとするなら、これまでにとりあげてきた「ビギナー向け記事」のなかにも、実際にはかなり高度なものが含まれていたと言えると思う。
表ⅤＡ-6　撮影技法解説記事（基礎編・応用編）のテーマ配列比較

	川井巌　「実践８ミリ撮影ガイド撮影･基礎編」　1980年９月号  
	永原達也　「実践８ミリ撮影ガイド撮影･応用編」  1980年10月号

	 １．シャープなピントは視度調節から
 ２．ピント合わせのミスを追放しよう
 ３．光線の性質とフィルム･フィルター
 ４．安定した画面は確実な構え方から
 ５．三脚撮影は水平にセットする
 ６．アングルとポジションを考えよう
 ７．画面の構図とサイズに変化を
 ８．ボケの効果とパンフォーカス
 ９．マクロ撮影の効果とポイント
 10．ズームテクニックをマスターする
 11．安定した移動撮影のテクニック
 12．室内撮影とライティングのコツ
 13．逆光とEEのコントロール
 14．明暗差のある被写体を写すには
	 １．望遠レンズの特長を生かした効果
 ２．広角レンズの特長を生かした効果
 ３．ピン送りのテクニックを使って
 ４．フォーカス･イン，アウトの技法
 ５．オーバーラップのテクニック
 ６．フェード･イン，アウトの技法
 ７．パンとティルトのハイテクニック
 ８．ズーミングのハイテクニック
 ９．EE機構を使いこなすために
 10．スローモーションの効果を出す
 11．インターバルタイマーを使って
 12．多重撮影を使って効果をあげる
 13．１コマ撮りで動くタイトルを作る
 14．逆転撮影などの特殊撮影をする
 15．フィルターワークを楽しもう


ⅤＢ．特集記事（1974年-1976年）
  1975年前後の特集記事を表にまとめる。このなかに２回登場する「登川直樹編集講座」は、これまで連載にはあまりみられなかった内容として注目される。
表ⅤＢ-1 1974年～1976年の主要な特集記事
	発行年･号
	  特集名(第１特集は①、第２特集は②と表す)
	 執筆者

	1974年 １月号
	②カード形式　正月休暇トーキー速成講座　録音の手順が一目で分かる８ｍｍトーキーのＡＢＣ
	  －

	     2月号
	①たちまちあなたも通になる　入門８ミリ百科　　これが８ミリだ
	  －

	     3月号
	②登川講座８ｍｍ編集学入門　  (ごく基本的なカットつなぎの原理)
	 登川直樹

	     6月号
	①監督術からみた８ｍｍ実践カメラワーク　　プロのカメラマンに聞いた入門撮影術
	 山岸達児

	    11月号
	②登川直樹編集講座　　映画制作からみた編集構成の勘どころ
	 登川直樹

	1975年 7月号
	②登川直樹作品研究講座  東京国際コン入賞作品　　･賜物は愛　短編映画の構成テクニック　アイディア一つで人を楽しませる短編映画作りのセオリー集
	 登川直樹

	     9月号
	②第９回東京国際コン入賞｢美に生きる｣作品研究　林武画伯の人間ドキュメント
	 新井一･堺敬生

	    10月号
	③第９回東京国際コン入賞｢鷹匠｣作品研究　パターンを脱出した記録映画を
	 登川直樹

	1976年 7月号
	②音どりの秘訣をイラスト入りで詳しく解説　サウンド８ミリのマイクワーク　応用テクニック
	 －

	    12月号
	②相手に喜ばれる冠婚葬祭記録のポイント教えます  記念映画狙いどころ虎の巻
	 川井巌


5.6　第Ⅵ期．終刊期（1980年～1982年）

ⅥＡ．連載記事（1980年-1982年）
  終刊期を迎えた本誌記事の特徴を1980年１月号の連載記事から見ると、「ビデオ展望」「８ミリグラフ　ビデオソフトガイド」など、ビデオに関連したシリーズの登場がある。時代がフィルムからビデオへと大きく動いていること、それが本誌を終刊へ向かわせた底流にあることが感じられる。このほかには大きなシリーズがなく、「速成シナリオ講座」「８ミリオーディオ教室」、登川直樹の「映画用語の玉手箱」などに限られる。
　この傾向は以後の号も変わらない。２月号に「100万人の映画塾」があり、野村芳太郎が「私のロケハンティング」を書いたが、７月号には『影武者』を取り上げるなど、シリーズ中に方向が変化しているように見える。11月号からは川井巌による新連載「川井８ミリ教室　８ミリ上達のコツ教えます」がスタートし、読者からよく質問される項目を取り上げて解説するという構成となっている。６回で終了するが、その一部を表ⅥＡ－に示す。季節に対応したテーマが並んでいることが分かる。
表ⅥＡ-1川井巌･連載「川井８ミリ教室　８ミリ上達のコツ教えます」

	年月
	№
	内容

	1980年
11月号
	①
	・紅葉の撮影は光と構図を考えて　・晩秋の逆光撮影 露出はどう決める　・ここだけはぜひ狙いたい結婚式映画　・運動会は記録映画の要領で撮影　・素人モデルを上手に使う演出のコツ　・正しいピントはまず視度調節から　・全景･中景･アップが果たす役割は　・ズームは感情表現のときに効果的　・何を揃える８ミリ撮影の旅支度

	12月号
	②
	・こんなｶｯﾄで冬のﾑｰﾄﾞを表現　・餅つき風景は人物にﾎﾟｲﾝﾄを　・冬の感じは横と反逆光線が効果的 ・同録とﾃﾚｺの併用音に変化を　・BGMは費用をケチると損をする　・ﾀｲﾄﾙ文字はﾊﾞﾗﾝｽが大切 ・ここを押さえればｶｯﾄがつながる　・今年の８ﾐﾘ総決算はこんな手で

	1980年
1月号
	③
	・映画づくりは定石のﾏｽﾀｰから　・ﾘｽﾞﾑの流れの中で構図をつかむ　・映画の基本は静止した構図である　・ｼｰﾝを撮りわけて時間を表現する　・ｶﾒﾗﾎﾟｼﾞｼｮﾝとｱﾝｸﾞﾙが基本　・ﾕｷ景色の撮影は順光線を避ける　・海外旅行ではﾌｨﾙﾑを充分に用意　・2ﾄﾗｯｸ映写機は使って便利　・

	2月号
	④
	・梅の花の狙いはバックを生かす　・ﾊﾟﾝﾆﾝｸﾞは前後の構図をきめてから　・目的に合ったﾊﾟﾝﾆﾝｸﾞの方向を　・ﾌｫﾛｰｲﾝｸﾞは動きを追う　・ｽﾞｰﾐﾝｸﾞを効果的に使うには　・ﾄﾗｯｷﾝｸﾞで立体感が出せる　・カットつなぎでは変化をつける　・音が入ると楽しさは倍にふくれる　

	3月号
	⑤
	・春の花の撮影は露出に注意　・家庭の記録は気楽にﾏｲﾍﾟｰｽで　・ｽﾀｲﾙを意識しないと損をする　・ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ映画5つの定石　・嘘つき名人ほど映画は面白くなる　・断片映画でも味付け次第で名作に　・美しいだけでは映画詩とはいえない　・ｱｯﾌﾟは短くﾛﾝｸﾞは長めに見せる

	4月号
	⑥
	・撮影べからず”ポイント”８　 ・編集これで大きく実力アップ　　・四月は桜、光線を考えて撮る


　終刊年となる1982年の１月号目次には、新連載として次のようなシリーズが登場する。
・「卓上映画撮法　(1)立体アニメ万能スタジオを作ってみよう」
・「８ミリ入門不可能講座　(1)８ミリ持ってパリ行こう」
・「ローアングルのキャメラアイ　(1)47年前の映画が見せる力」
・「ふぃるむ博物誌　(1)橋づくし　映画発想のイメージ遊び」
・「登川直樹の映画教室　名画は語る　(1)トリュフォーの「あこがれ」に見る映画表現」
　「卓上映画撮法」は、アニメーションについての体系的な連載である。映画監督の加藤泰は、「ローアングルのキャメラアイ」で、監督としての体験のなかからアマチュア作家たちにメッセージをおくっている。
表ⅥＡ-2 1982年の連載記事
	年月
	  　高橋克雄･連載「卓上映画撮法」
	　　加藤泰・連載「ローアングルのキャメラアイ」

	1982年１月号
	(1) 立体アニメ万能スタジオを作ってみよう
	(1) 47年前の映画に写っていた料亭｢一力｣は映画の力を見せつけた

	    ２月号
	(2) 立体アニメのスターたちを作ってみよう
	(2) 伝えたいこと、撮りたいこと 　それの無い映画は生彩を欠く

	    ３月号
	(3) ミニチュア吊りのマル秘テクニック公開
	(3) ドキュメンタリー映画にとって　シナリオとは何か･･

	    ４月号
	(4) 実写だけで作れる簡易アニメーション
	(4) ８ミリ持って善光寺まうでだが　 せめて下調べをしておけば･･

	    ５月号
	(5) 自然の動きをするコマ割の工夫
	(5) 十五日しかない撮影日数でじっくり仕上げた「瞼の母」

	    ６月号
	(6) 移動のための特殊撮影機材
	(6) ローポジションにこだわる　本当の理由などを今こそ明かす

	    ７月号
	(7) 模型の動きを自然に撮る計算法
	(7) 同時録音撮影こそがトーキー 本来の方法のはずだと思うのだが

	    ８月号
	(8) ミニチュアを美しく撮るための照明講座
	(8) なぜ移動大好きだったのがフィックスへと移ったのか

	    ９月号
	(9) ミニチュアを美しく撮る照明　後篇
	(9) 果物に託した女の心 －　そこは いつも川と橋のある風景だった

	  10月号
	(10) ミラーワークと特撮舞台を作る
	(10) 完全絵コンテ主義は何から？


　２月からの連載に、藤沢秀の「シナリオ付き８ミリロケガイド」がある。これはシナリオと写真入りで構成された記事だが、ほぼ同じ趣旨で、絵コンテに撮影のポイントを描いた記事が、「撮り方ガイド付き絵コンテ」であった。これは編集部の手によるものらしいが、撮影･編集のヒントとなる優れた記事であると思われる。
表ⅥＡ-3藤沢秀･連載「シナリオ付き８ミリロケガイド」
	年月
	  回数・副題
	年月
	  回数・副題

	1982年 ２月号
	①　名作の舞台、中伊豆から南伊豆へ
	1982年 ６月号
	⑤　“立山風土記の丘”とアルペンルート

	     ３月号
	②  家族連れで巡る「早春の讃岐路」
	７月号
	⑥　家族と歩く千国街道“塩の道”

	   　 ４月号
	③　道祖神のふるさと安曇野
	８月号
	  ＜休載＞

	   　 ５月号
	④　山に息づく三州足助屋敷
	９月号
	⑦　蔵のまち･会津喜多方を訪ねて


表ⅥＡ-4　編集部・連載「撮り方ガイド付き絵コンテ」
	発行年･号
	  記事名（回数）

	1982年 ５月号
	「５月の風」　　　 ８ミリ映画人のための季節の絵コンテ

	     ６月号
	「雨のスケッチ」　８ミリ映画人のための季節の絵コンテ

	     ７月号
	「朝の港」　　　　 アマチュア映画のための季節の絵コンテ


ⅥＢ．特集記事（1980年-1982）

  この時期の特集記事を表ⅥＢ－１にまとめた。特に代表的な記事はボールドで示す。これらの特集には知識･技術の集大成の傾向が強い。1979年９月号「映画構成47の死角」、1982年に数回掲載された「８ミリ映画(人)のための新撮影テクニック」、1982年10月号「８ミリ映画テクニック集大成」などが特筆される。

表ⅥＢ-1 1979年～1982年の特集記事から

	年月
	  特集名(第１特集は①、第２特集は②と表す)
	 執筆者

	1979年
９月号
	①新監督入門＜映画構成47の死角＞　 －本格派で迫る８ミリ映画づくり－・ここに注目！映画づくりの意外な落し穴　・映画らしく見せるﾒﾘﾊﾘの技法はこれだ！・構成の要領は登山と同じ、頂上にﾃｰﾏあり　・こんな発想を避けるとあなたの映画は生き返る　・自分の眼で発見し何を撮るかを明らかに
	

	1980年
１月号
	②カンピュータかコンピュータか　'80年代の ８ミリビジョン
	飯倉重常･小林太三ほか

	２月号
	①'80年代の８ミリビジョン　ズームレンズはこれで良いか  レンズは画作りの原点　今こそ見直そう　ズームレンズの功罪
	小林太三･清水雅美･師岡宏次･三村喜作ほか

	４月号
	①'80年代の８ミリビジョン　新時代の８ミリ ライフを模索する
	 －

	５月号
	①春の撮影旅行に役立つ　紀行映画なんでもアドバイス  紀行映画の狙いどころ　まとめ方など知らないと損するアイディア集
	大畠俊正･金子豊一･川井巌･佐野良雄ほか

	６月号
	①あなたの映画にメリハリをつける　ナレーション大研究　ナレーションをどう考え　どう書き どう読むかを大研究
	新井一･間宮真･長谷川篤秋･川井巌

	７月号
	①これで完璧ﾄｰｷｰ入門  目で見るﾏｸﾞﾈ録音手持ちの映写機ﾃﾚｺを使ってどんなﾄｰｷｰができるか
	永原達也

	９月号
	①実践８ミリ撮影ガイド 小型映画８ミリ便利カード＜撮影･基礎編＞ これで実力がつく上達のための基礎知識
	川井巌

	10月号
	①実践８ミリ撮影ガイド 小型映画８ミリ便利カード＜撮影･応用編＞ これで実力がつく上達のための応用知識
	永原達也

	12月号
	②これであなたも８ミリﾍﾞﾃﾗﾝの仲間入り　企画から完成まで凝った映画作りのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ
	佐野良雄

	1981年
１月号
	②'81年８ミリ事始め　あなたに教える８ミリ撮影アドバイス(1)
	三村喜作

	２月号
	①あなたもカメラワークに強くなる　被写体別撮影アイディア集
	金子豊一･佐野良雄

	３月号
	①こうすればあなたにもできる　企画から完成まで本格的音づくりのための名人芸
	佐野良雄

	11月号
	①記録映画に挑戦　どう面白く作るか ８ミリは記録の道具　消えゆく物　伝統芸能　人物記録から家庭の記録まで８ミリはどんなものも記録する
	登川直樹

	1982年
３月号
	①８ミリ映画人のための新撮影テクニック　映画らしく撮るためのカットを割るとき割らないとき 街角の花屋で花を買う女性というシーンを撮るとき
	鵜飼捷一

	４月号
	①８ミリ映画人のための新撮影テクニック 画面サイズを変えて表現力アップ　映画撮影でもっとも大切な画面サイズ  実例を入れながらプロの演出家がやさしく解説
	鵜飼捷一

	７月号
	①８ミリ色の道教えます！　カラー表現ﾃｸﾆｯｸ 色を殺して色を生かす！　･効果的表現法をｱﾄﾞﾊﾞｲｽ
②８ミリ映画の新撮影テクニック　映画らしい構図の決め方･考え方  ･ＣＭﾃﾞｨﾚｸﾀｰが語る構図の話
	児島範昭･脇田智
鵜飼捷一

	８月号
	②８ミリ映画の新撮影テクニック  人物を映画らしく撮るカメラワークいろいろ　パン･ズーム･移動　等のテクニックで人物を撮る
	鵜飼捷一

	９月号
	②アップの表現学   映画はクローズ･アップを発見し、表現技術が発達した　ｸﾛｰｽﾞ･ｱｯﾌﾟで何を表現し映画の中でどう使うのか、はっきりした目的をもつこと
	谷川義雄

	10月号
:最終号
	①８ミリ映画テクニック集大成　 撮影･編集･録音の基礎と応用　本誌26年のテクニック史をふり返り現代にも応用できる撮影･編集･録音のエッセンスを基礎と応用に分けて集大成してみた
	 －


　　
　以上、雑誌『小型映画』の創刊号から終刊号までの27年に及ぶ歴史を目次で辿って、映像制作教育の体系化に資する記事としては、どのようなものがあるかを検討してみた。
　この間、わが国の高度経済成長とともに小型映画愛好者も増加し、それにつれて頁数も増加、グラビアなど写真印刷向きのアート紙の頁も増えた。目次に採録した記事IDをもって記事単位としてカウントした場合、当初は１号あたりの記事数は25以下だったが、1960年代半ば頃からは最大で40本、年平均で35本近くに上ることもあった（表3参照）。
　Ⅰ、Ⅱ(1956～1964年)を前期、Ⅲ、Ⅳ(1965～1974年)を中期、Ⅴ、Ⅵ(1975～1982年)を後期とすると、中期には記事の本数も多いことがわかり、その内容もバラエティに富んでいた。この時期は、８ミリカメラ・映写機の国内販売台数が大きく伸びていた時期とも呼応するものであり１）、以上の分析からも、この期間をもって小型映画愛好はソフト・ハードの両面において最隆盛期をむかえていたということも言えそうである。

　
表6　抽出年における記事本数

	時期
区分
	前　期
	中　期
	後　期

	
	Ⅰ
	Ⅱ
	Ⅲ
	Ⅳ
	Ⅴ
	Ⅵ

	年Ａ
	1956年
	22.1本
	1960年
	24.1本
	1965年
	39.1本
	1970年
	32.3本
	1975年
	27.8本
	1981年
	28.6本

	年Ｂ
	1957年
	25.3本
	1961年
	27.4本
	1966年
	34.9本
	1971年
	37.5本
	1976年
	25.6本
	1982年
	25.0本


6今後の研究課題

6.1分析結果の映像制作教育への援用
　今後とも本研究を継続し、さらに詳細な検討を重ねていきたい。これには、主要キーワードの抽出や、記事の主題・内容や傾向・水準等による分類化など、さらに詳細な方法が考えられる。特徴的な記事に共通する記述のロジックやレトリック、使用される図表・写真等についても内容分析し、映像制作教育の本質的要素を抽出し、ここから現代の映像制作教育に援用できるようなかたちへと再構築を図ることをおこなう。たとえば本誌に特徴的な記事スタイルとなっていた、具体的な映像作品の各カットの意味性の分析記事などを、映像言語習得のための有効な教育手法として確立していきたいと考える。本誌記事の検証をおこなっていくうえでは、以下のような観点からおこなうことが妥当であるように考えられる。
1.具体から入るか、抽象から入るか（記事の具体性と体系性）
  1962年５月号から連載された坂本為之の「８ミリ撮影技法のコツ」は、それまでのような特定場面での撮影におけるノウハウではなく、どの場面にでも共通するノウハウをめざしたことが、特徴的であった。それまでにも1959年９月号からの「８ミリ映画と８ミリカメラ」シリーズを担当した今枝柳蛙のように、どの場面にも共通する「カットの長さ」「ズーミング」などに注目した執筆者もいたが、坂本はその方向をさらに徹底させている。具体的な場面でのノウハウから抽象的なノウハウへの移行の状況を見るとともに、抽象的な項目を取り上げる場合には、どのような項目をどのように配列しているかを検討することは有意性がありそうである。本誌の記事に共通する構成としては、多くの場合、具体的な事例を取り上げてそれを中心にノウハウを説明していくというものだが、異なる場合もある。例えば、中期･Ⅳ、1970年８月号からの「ビギナーのための８ミリ講座」では、「秋の行事をどう写すか」を除くと、「パンニング技法の研究」「画面の構図を考えて写そう」などは、まず教えるべきテーマがあってそのために事例を探してくるという構成であると見える。この「ねらい→具体例」という構成は、続いて1972年１月号から登場した「８ミリビギナー講座」ではさらに発展をみせている。しかし、多くの記事においては、「まず事例ありき」の構成となっている。

2.作品の構成・まとめ方

　作品をまとめるにはどのような配慮が必要か、撮影と編集の両方に関わる問題だけに、検討しておく必要があろう。季節の素材の撮影・その時期による変化（前期・中期・後期の特集から）から検討することもできる。本誌は、正月、スキー、春の行楽、夏の山や海など季節の素材の撮り方を、ほぼ毎年扱ってきた。そのどれか適当な素材を取り上げ、前期・中期・後期の３段階で撮影のポイントがどう変わってきたかが比較できる。１人の執筆者でテーマ全部をカバーする場合と、数人で多角的に描いている場合があるが、この場合は後者の方がいいのではないかと思われる。
3.撮影のポイント、入門編とベテラン編との比較（中期ないし後期のシリーズから）
  本誌では、撮影のポイントとして初心者には何が重要で、上級者には何を求めているのか、という観点から検討する。執筆者による創意もあろうが、そこから、初心者・上級者それぞれの共通点が見出せるように思われる。ビデオ制作演習などのカリキュラムを構想するうえでの示唆を得られることと思われる。
4.編集のノウハウ
　編集のノウハウとして何が強調されていたのか。映画とビデオとでは違いがあるのかなどについて検討する必要があろう。
  いずれにしても本誌は、アマチュア映像制作ノウハウの宝庫である。本研究において便宜的に後期とした1975年以降に、そのノウハウ蓄積は、質量ともピークに達したと見受けられる。フィルムからビデオへとハードウェアは変化したが、この情報資源を正しく検証し継承していくことが求められている。
6.2　全文電子化プロジェクトへの発展と公開

　今回、サンプル記事紙面を画像データ化し、これをWeb上で閲覧する方法について実験した。これにより、たとえば連載記事を一括通読可能なかたちで情報提供することの利便性や有用性などが明らかになったので、今後は本誌の全文電子化を図りたい。総頁数(54,190頁)が判明したことで、その作業量・予算などの具体的計画も可能となった。電子化には、gifデータ化やpdf化など頁画像の電子化によるものや、これをスキャニングし電子テキスト化する方法があるが、特に後者によって、記事中の主要キーワードの出現頻度を定量的に計測したり、そのシソーラスを構築していくことで、映像教育の概念体系化をより精密におこなうことができよう。また、特に主要記事については個別の著作権許諾を獲得し、WEB上で一般公開できれば、はば広い裾野をもつ映像制作教育上の貴重なポータルサイトとなって、本学の社会的貢献度がより高まることとなろう。
6.3出版事業としての位置づけ評価
　今回データベース化した月刊号のほか、今後は別冊についてもデータベース化をはかり、本誌の出版事業としての全体像の把握を図りたい。また、過去あるいは現在までに刊行されている類縁雑誌との比較検討を試みたい。例えば本誌と前後して創刊されたアマチュア映画の機関紙『カメラとシネ』（日本カメラ，1957年５月～1958年２月）、『８ミリシネマン』（「カメラとシネ」改題：日本カメラ，1958年３月～1965年５月）、『８ミリ』（光画荘，1958年３月～1965年５月）などが、その後次第に淘汰され、おおくのアマチュアシネクラブが『小型映画』のもとに結集し、さらに、『小型映画』終刊後は、同じく玄光社の『ビデオサロン』（1980年１１月～継続）へと連なっていった系譜を明らかにし、あわせて発行部数の推移なども検証することによって、同誌の出版事業としての位置づけもおこなっていきたい。また、同誌の歴代編集長へのインタビューをおこない、代々の編集ポリシーなどを明らかにしてみたいと考えている。さらには、諸外国の事例との比較研究なども今後の課題であろう。

７ まとめ

　

　以上みてきたように、本誌はアマチュア向け雑誌として、難解な専門用語や数式に頼ることなく、平易で明快な文章や、図表・写真などが多用されている点など、現代の映像制作教育にもすぐれて援用可能なものとして評価できるものである。今後とも検証を重ねていくことによって、今日におけるメディアリテラシー教育にも有用な内容と指針がさまざま得られるものと考えられる。
　わが国における映像制作教育は、ながく、映像産業界におけるOJTと、一部の専門的な学校における職能訓練に依存してきた。しかし、映画界においては、メジャー映画会社のスタジオの規模縮小と業務分散にともなって後継者育成のシステムが喪失し、新しい映画の担い手達の多くは、いわゆる自主映像作家として独学的に技能を習得してきた人々であった。このことを見ても、わが国の映像文化発展のためには、映像メディアにたいする深い洞察と批評の能力を備え、生涯を通じて映像メディアに親しむことのできる人々の層を育んでいくことが大切であり、映像制作教育の普及が求められていると思われる。現在、大学だけでなく、生涯教育の場や初等中等教育のメディアリテラシー教育の場面において、専門的職能訓練とは別な、適切な映像体験カリキュラムが希求されている。本研究が、その教育開発に寄与し、ひいてはわが国映像文化の発展の一助となることを願うものである。
　
注

1）本誌終刊号（1982年10月号）掲載、「小型映画復刻版に見る８ミリ　26年間の変遷」の「８ミリｶﾒﾗ・映写機国内販売推移（日本写真機工業会統計昭和３１～56年）」のグラフによれば、８ミリｶﾒﾗの国内販売台数は、昭和32年に53,000台であったものが、1975年には324,000台となってピークに達したが、同年、ソニーがベータマックスＶＴＲを発売すると、それを境とするように前年割れをはじめ、1981年には59,000台となった。８ミリ映写機は1958年に23,000台であったものが、1976年279,000台をピークとし、1981年には49,000台にとどまった。
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